
「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
を
め
ぐ
る
謬
説
と
そ
の
継
承

─
─
独
立
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
─
─

山　

 

口　
　

元　

 

樹

【
要
約
】　

標
準
的
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
の
説
明
で
は
、
最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
団
体
は
一
九
〇
八
年
設
立
の
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
直
後
の
一
九
五
〇
年
代
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
が
そ
れ
以
前
に
結
成
さ
れ
た
と
す
る
説
が
唱
え
ら
れ
始
め
た
。
こ
の
謬
説

は
、
当
時
の
政
治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
背
景
に
現
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
の
論
点
の
一
つ
を
成
し
て
き
た
。
歴
史
学
の
立
場

か
ら
は
繰
り
返
し
否
定
さ
れ
、
公
的
な
歴
史
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の
謬
説
は
大
衆
作
家
の
著
作
に
よ
っ
て
社
会
に
広
ま
り
、

イ
ス
ラ
ー
ム
出
版
市
場
の
中
で
は
存
続
し
て
い
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
壊
後
に
歴
史
叙
述
の
見
直
し
が
進
む
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
現
れ
た
「
保
守

化
」
傾
向
や
「
多
数
派
主
義
」
の
動
き
と
相
ま
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
が
脚
光
を
浴
び
、
こ
の
謬
説
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
歴
史
観
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
歴
史
叙
述
の
見
直
し
が
求
め
る
要
件
を
満
た
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。	

�

史
林　

一
〇
八
巻
一
号　

二
〇
二
五
年
一
月

は　

じ　

め　

に

　

標
準
的
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
登
場
し
た
近
代
的
な
団
体
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
始
ま
り
は
概
ね
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

　

開
明
的
な
医
師
ワ
ヒ
デ
ィ
ンW

ahidin Soedirohoesodo

（
一
八
五
七
～
一
九
一
六
）
は
、
貧
し
い
青
年
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
創
る
べ
く

①
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ジ
ャ
ワ
各
地
を
遊
説
し
て
い
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
（
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
の
原
住
民
医
師
養
成
学
校
（
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ａ
）
の
学
生
で
あ
っ
た
ス
ト
モ

Soetom
o

（
一
八
八
八
─
一
九
三
八
）
ら
は
彼
に
会
い
、
そ
の
人
柄
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
学
生
た
ち
の
目
標
は
奨
学
金
制
度
設
立
を
超
え
、

人
々
の
連
帯
と
発
展
を
目
的
と
し
て
一
九
〇
八
年
五
月
二
〇
日
に
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モBoedi O

etom
o

（「
至
高
の
徳
」
の
意
）
と
い
う
団
体
の

結
成
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
に
お
け
る
最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
団
体
と
さ
れ
、
そ
の
設
立
日
は
独
立
後
に
「
民
族
覚
醒
の
日

H
ari K

ebangkitan N
asional

」
と
定
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
指
導
権
を
年
配
の
プ
リ
ヤ
イ
（priyai, 

ジ
ャ
ワ
の
貴
族
層
）

が
握
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
保
守
的
で
政
治
性
の
薄
い
団
体
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
設
立
の
数
年
後
に
、
中

部
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
カ
ル
タ
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
商
を
営
ん
で
い
た
サ
マ
ン
フ
デ
ィH

. Sam
anhoedi

（
一
八
六
八
～
一
九
五
六
）
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー

ム
同
盟Sarekat Islam

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
は
指
導
者
の
地
位
を
引
き
継
い
だ
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
トH

. O
. S. T

jokroam
inoto

（
一

八
八
二
～
一
九
三
四
）
の
下
で
、
数
年
の
間
に
大
衆
的
な
基
盤
を
持
っ
た
政
治
団
体
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

今
で
は
あ
ま
り
話
題
に
な
ら
な
い
が
、
か
つ
て
研
究
者
の
間
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
争

点
と
な
っ
た
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
前
身
で
、
一
九
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟Sarekat D

agang Islam

か
ら
の

改
編
が
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
一
九
一
一
年
か
一
二
年
と
す
る
説
を
と
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
は
、
独
立
達
成
直
後
の
一
九
五
〇
年
代
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
一
九
〇
五
年
一
〇
月
一
六
日
に
設
立
さ
れ
、
そ

の
ち
ょ
う
ど
一
年
後
に
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
に
改
編
さ
れ
た
と
一
部
の
人
々
が
唱
え
出
し
話
題
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
説
の
根
拠
と
な
っ
た
の

が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
創
設
者
で
あ
る
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
自
身
の
晩
年
の
語
り
で
あ
っ
た
。

　

欧
米
や
日
本
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
こ
の
説
は
論
ず
る
に
値
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
歴
史
研
究
者
の
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ルD

eliar N
oer

で
さ
え
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
っ
た
内
容
は
誤
り
で
あ
る
と
断

じ
て
い
る
。
コ
ル
フ
ェ
ルA

. P. E. K
orver

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
説
を
支
持
し
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
一
部
で
あ
り
、
彼
ら

の
意
図
は
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
代
わ
り
に
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
団
体
と
認
め
さ
せ
よ
う

②
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と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
ジ
ャ
ワ
主
義
的
な
性
格
が
顕
著
で
、
そ
の
指
導
者
た
ち
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
批
判
的

で
あ
っ
た
と
し
ば
し
ば
評
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
っ
た
内
容
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
設
立
時
の
文
献
史

料
の
記
述
と
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
語
り
に
端
を
発
す
る
謬
説
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
中
で
は
存
続
し
て
お
り
、
定

説
に
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
近
年
で
は
支
持
を
集
め
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
歴
史
学
界
で
は
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
よ
る
自
国
の
歴
史
叙
述
が
抱
え
て
き
た
最
大
の
問
題
と
し
て
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
（Indonesiasen-

tris

）」
と
呼
ば
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
が
支
配
的
で
あ
り
続
け
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
歴
史
観
は
、
国
民
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
存
立
の
承
認
を
最
大
の
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
の
民
族
意
識
の
醸
成
や
国
民
統
合
の
維
持
・
促
進
が
歴
史
学
の
中
心
的
な
課
題
と
さ
れ
た
。

ス
カ
ル
ノ
大
統
領
が
失
脚
し
、
新
秩
序
と
呼
ば
れ
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
時
代
に
入
っ
て
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
の
歴
史
観
は
引
き
継
が
れ
、

政
権
の
基
盤
で
あ
る
国
軍
を
中
心
と
し
た
体
制
の
正
当
化
の
た
め
の
歴
史
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
他
方
で
、
独
立
後
に
政
治
的
主
導
権
を
握
る
こ

と
に
失
敗
し
、
ス
ハ
ル
ト
時
代
に
は
政
権
に
と
っ
て
潜
在
的
脅
威
と
見
做
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
歴
史
観
は
、
政
府
機
関
の
出
版
物
に
見

ら
れ
る
公
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
と
は
異
な
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
断
片
的
に
し
か
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
へ
の
到
来
の
時
期
と
経
路
に
関
し
て
、
早
い
時
期
に
「
純
粋
」
な
イ
ス
ラ
ー
ム
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
説
を
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の

一
部
が
唱
え
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
く
ら
い
で
あ
る
。

　

一
九
九
八
年
に
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩
壊
し
民
主
化
の
時
代
に
入
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
研
究
者
の
間
で
は
従
来
の
歴
史
叙
述
の
偏
向
や
歪

曲
を
見
直
す
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
外
の
研
究
者
の
関
心
を
特
に
集
め
て
き
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
国
民
国

家
の
中
で
周
縁
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
き
た
地
域
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
、
国
家
や
民
族
の
枠
組
み
で
は
語
ら
れ
な
い
人
々
や
社
会
、
さ
ら
に

ス
ハ
ル
ト
時
代
の
「
犠
牲
者
た
ち
」
の
歴
史
を
見
直
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
よ
る
歴
史
叙
述
の
試
み
は
、

民
主
化
以
降
に
お
い
て
も
充
分
に
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
か
ら
数
年
間
の
歴
史
叙
述
の
方
法
を
分
類
し
た
フ
ァ
ン
・

④

⑤

⑥
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ク
リ
ン
ケ
ンGerry van K

linken

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
も
の
に
言
及
し
つ
つ
も
個
別
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
ア

グ
ス
・
ス
ウ
ィ
グ
ニ
ョA

gus Suw
ignyo

は
、
民
主
化
後
二
〇
一
〇
年
代
初
め
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
歴
史
教
科
書
や
通
史
を
分
析
し
、「
イ

ス
ラ
ー
ム
中
心
主
義
」
を
と
る
歴
史
叙
述
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史
観
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
そ
れ
と
関
連
す
る
諸

要
素
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ら
を
歴
史
の
舞
台
の
中
心
に
配
置
す
る
」
も
の
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
の
歴
史
叙
述
に
対
峙
す
る
も
の
と

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ス
ウ
ィ
グ
ニ
ョ
の
研
究
は
現
状
を
概
観
し
た
総
説
論
文
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
中
心
主
義
に
基
づ
い
た
歴
史
叙
述
に
お
け

る
個
々
の
論
点
の
扱
い
や
、
こ
の
歴
史
観
と
民
主
化
以
前
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
歴
史
観
と
の
関
係
は
考
察
し
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
よ
り
も
先
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
謬
説
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
一
九

五
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
過
程
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
謬
説
を
事
例
と
し
て
、
独
立
後
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
歴
史
観
の
一
潮
流
に
つ
い
て
、
そ
の
変
化
と
連
続
性
、
そ
し
て
現
代
的
な
問
題
点
を
提
示
す
る
こ
と

が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
府
機
関
が
形
成
に
携
わ
っ
た
公
的
な
歴
史
叙
述
に
お
い
て
、
こ
の
謬
説
が
ど
の
よ

う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
に
着
目
す
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
歴
史
観
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
中
心
主
義
で

は
な
く
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
確
か
に
こ
の
歴
史
観
は
、
多
数
派
住
民
の
宗

教
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
に
特
権
的
な
地
位
を
与
え
、
非
イ
ス
ラ
ー
ム
的
あ
る
い
は
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
と
見
做
さ
れ
る
要
素
を
排
撃
す
る
傾
向
を

持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
国
民
国
家
の
存
在
を
大
前
提
と
し
、
反
植
民
地
主
義
的
な
視
点
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
を
中
心
的
に
論
じ
て
い
る

点
で
、
こ
の
歴
史
観
の
枠
組
み
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
以
下
で
は
ま
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を

め
ぐ
る
謬
説
の
始
ま
り
と
そ
の
直
後
に
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
内
で
起
こ
っ
た
論
争
に
つ
い
て
、
定
期
刊
行
物
（
新
聞
・
雑
誌
）
を
主
な
史
料
と
し

て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
た
国
史
セ
ミ
ナ
ーSem

inar Sejarah N
asional

で
の
報
告
や
教
育
文
化
省

を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
府
機
関
が
出
版
し
た
通
史
や
教
科
書
な
ど
を
利
用
し
、
公
的
な
歴
史
叙
述
の
形
成
と
そ
こ
で
の
こ
の
謬

説
の
扱
い
を
検
証
し
て
い
く
。

⑨
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永
積
昭
『
イ
ン
ド
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シ
ア
民
族
意
識
の
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東
京
大
学
出
版
会
、
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年
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五
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odern Indonesia Since 

c. 1200, 4
th ed., H

am
pshire and N

ew
 Y

ork: Palgrave M
acm

illian, 
2008, pp. 197-200.

イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
時
期
に
関
す
る
見
解
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
深
見
純

生
「
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
ム
商
業
同
盟
に
つ
い
て
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
二
〇
巻
九
号
、

一
九
七
九
年; A

. P. E. K
orver, Sarekat Islam

 1912-1916: opkom
st, bloei 

en structuur van Indonesiëʼs eerste m
assabew

eging, A
m

sterdam
: H

is-
torisch Sem

inarium
 van de A

m
sterdam

, 1982, p. 27.
D

eliar N
oer, T

he M
odernist M

uslim
 M

ovem
ent in Indonesia, 1900-

1942, Singapore: O
xford U

niversity Press, 1973, p. 102. 

ド
ゥ
リ
ア
ル
・

ヌ
ル
に
よ
る
論
駁
に
つ
い
て
は
後
述
。

K
orver, Sarekat Islam

 1912-1916, p. 27.

ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
特
に
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
、N

agazum
i A

kira, 
T

he D
aw

n of Indonesian N
ationalism

: T
he E

arly Y
ears of the Budi 

U
tom

o, 1908-1918, T
okyo: Institute of D

eveloping Econom
ies, 1972. 

ワ
ヒ
デ
ィ
ン
は
ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
仏
教
的
要
素
を
重
視
し
、

イ
ス
ラ
ー
ム
化
以
降
の
時
代
を
ジ
ャ
ワ
の
停
滞
期
と
見
做
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

Gerry van K
linken, 

“The Battle for H
istory after Suharto,

” in 
M

ary Zurbuchen (ed.), Beginning to R
em

em
ber: T

he Past in the In-
donesian Present, Singapore: N

U
S Press, 2005, pp. 233-258; Rom

m
el 

Curam
ing, 

“Tow
ards Reinventing Indonesian N

ationalist H
istoriogra-

phy,

” K
yoto R

eview
 of Southeast A

sia 3 (2003) (online journal); A
gus 

Suw
ignyo, 

“Indonesian N
ational H

istory T
extbooks after the N

ew
 

O
rder: W

hatʼs N
ew

 under the Sun?

” Bijdragen tot de T
aal-, Land- 

en V
olkenkunde 170 (2014): 113-131. 

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
後
半
ま
で
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
よ
る
歴
史
叙
述
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。H

. 
A

. J. K
looster, Indonesiërs schrijven hun geschiedenis: de ontw

ikkel-
ing van de Indonesische geschiedbeoefening in theorie en praktijk, 
1900-1980, D

ordrecht and Cinnam
inson: Foris, 1985; 

鈴
木
恒
之
「
あ

る
べ
き
歴
史
像
を
求
め
て
─
─
独
立
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
歴
史
学
会
の
模
索
」
根
本

敬
（
編
）『
東
南
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
二
十
世
紀
と
は
何
か
』
東
京
外
国
語
大
学
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
、
一
九
一
─
二
〇
七
頁
。

M
ichael W

ood, O
fficial H

istory in M
odern Indonesia: N

ew
 O

rder 
Perceptions and Counterview

s, Leiden and Boston: E. J. Brill, 2005, 
ch. 4.

Zurbuchen (ed.), Beginning to R
em

em
ber; 

山
口
裕
子
・
金
子
正
徳
・
津

田
浩
司
（
編
）『「
国
家
英
雄
」
が
映
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
木
犀
社
、
二
〇
一
七
年
。

van K
linken, 

“The Battle for H
istory after Suharto,

” pp. 246-247.
Suw

ignyo, 

“Indonesian N
ational H

istory T
extbook,

” 113-131.

独
立
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
中
に
は
様
々
な
思
想
が
存
在
し
て
き
た
た
め
、

本
稿
で
取
り
上
げ
る
も
の
と
は
別
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
国
民
国
家
自
体
を

否
定
す
る
よ
う
な
歴
史
観
を
持
つ
者
も
存
在
し
て
き
た
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
よ

う
な
歴
史
観
は
現
在
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
中
で
主
流
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

①②③④⑤⑥
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一　

イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
と
創
設
者
の
語
り

1　

設　

立　

過　

程

　

後
年
に
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
が
語
っ
た
内
容
と
比
較
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
誕
生
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
へ
の
改
編

ま
で
の
過
程
を
先
行
研
究
に
従
っ
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
団
体
の
初
期
の
活
動
に
関
し
て
は
、
不
明
な
事
柄
や
矛
盾
す
る
情

報
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
の
報
告
書
や
同
時
代
の
定
期
刊
行
物
に
基
づ
い
た
諸
研
究
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
、
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨR. M

. T
irtoadisoerjo

（
一
八
八
〇
～
一
九
一
八
）
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
九
年
三
月
に

西
ジ
ャ
ワ
の
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
（
現
ボ
ゴ
ー
ル
）
で
結
成
さ
れ
た
。
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
は
中
部
ジ
ャ
ワ
の
ブ
ロ
ラ
の
プ
リ
ヤ
イ
の
家
の

出
身
で
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
創
設
者
た
ち
と
同
じ
く
原
住
民
医
師
養
成
学
校
で
学
ん
だ
。
彼
は
在
学
中
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
携
わ
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
最
初
の
プ
リ
ブ
ミ
（pribum

i, 

土
着
系
住
民
）
が
所
有
す
る
定
期
刊
行
物
『
ス
ン
ダ
・
ブ
リ
タSoenda Berita

』
を
創
刊
し
、

そ
の
後
も
『
メ
ダ
ン
・
プ
リ
ヤ
イM

edan Prijaji

』
な
ど
の
編
集
・
発
行
を
行
っ
た
。
彼
は
近
代
的
な
団
体
の
活
動
に
も
関
心
を
持
ち
、
ム

ス
リ
ム
の
経
済
的
な
振
興
を
主
な
目
的
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
を
結
成
し
た
。
し
か
し
、
最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
、
オ
ラ
ン

ダ
植
民
地
政
庁
か
ら
法
人
格
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
す
ぐ
に
解
散
さ
れ
て
し
ま
う
。
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
は
翌
年
初
め

に
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
を
再
結
成
す
る
が
、
筆
禍
事
件
を
起
こ
し
た
た
め
同
年
三
月
か
ら
二
カ
月
間
南
ス
マ
ト
ラ
の
ラ
ン
プ
ン
に
流
刑
に
処

さ
れ
た
。
刑
期
を
終
え
る
と
、
彼
は
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
活
動
を
再
開
し
た
と
さ
れ
、
西
ジ
ャ
ワ
の
バ
ン
ド
ゥ
ン
に
あ
っ
た
ブ
デ
ィ
・
ウ

ト
モ
の
支
部
に
も
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

同
じ
頃
、
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
支
部
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
。
地
元
の
有
力
者
で
あ
っ
た
彼
に
多
く
の

①
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ジ
ャ
ワ
人
が
従
っ
た
た
め
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
支
部
の
会
員
数
は
増
加
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
団
体
が
小
規
模
商
店
の
設
立
を
計
画
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
同
地
の
華
人
は
経
済
的
な
損
失
を
被
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
を
誘
っ
て
ブ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
を
脱
退
さ
せ
、
コ
ン
・
シ
ンK

ong Sing

と
い
う
団
体
に
移
ら
せ
て
要
職
に
就
か
せ
た
。
コ
ン
・
シ
ン
は
、
葬
儀
な
ど
で
の
会

員
間
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
喧
嘩
で
の
助
勢
も
し
て
い
た
団
体
で
あ
る
。
こ
の
団
体
の
中
で
は
華
人
が
指
導

的
な
立
場
を
占
め
て
い
た
も
の
の
、
会
員
数
で
は
ジ
ャ
ワ
人
の
方
が
多
か
っ
た
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
、
コ
ン
・
シ
ン
の
中
で
の
ジ
ャ
ワ
人
の
待

遇
の
悪
さ
に
不
満
を
募
ら
せ
た
。
そ
こ
で
彼
は
友
人
に
頼
ん
で
、
レ
ク
ソ
・
ル
メ
ク
ソRekso Roem

ekso

と
い
う
ジ
ャ
ワ
人
の
み
の
相
互

扶
助
団
体
を
設
立
さ
せ
た
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
転
居
を
口
実
に
コ
ン
・
シ
ン
を
脱
退
し
、
し
ば
ら
く
後
に
ス
ラ
カ
ル
タ
に
戻
り
レ
ク
ソ
・
ル
メ

ク
ソ
の
総
裁
に
な
っ
た
。

　

す
ぐ
に
コ
ン
・
シ
ン
と
の
対
立
が
起
こ
っ
た
た
め
、
レ
ク
ソ
・
ル
メ
ク
ソ
は
ス
ラ
カ
ル
タ
の
警
察
か
ら
法
人
格
の
有
無
を
問
わ
れ
た
。
そ
の

際
、
レ
ク
ソ
・
ル
メ
ク
ソ
か
ら
助
け
を
求
め
ら
れ
た
マ
ル
ト
ダ
ル
ソ
ノRaden M

artodarsono

が
、
こ
の
団
体
が
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
の
イ
ス

ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
支
部
で
あ
る
と
嘘
を
つ
い
た
。
マ
ル
ト
ダ
ル
ソ
ノ
は
ス
ラ
カ
ル
タ
で
活
動
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
か
つ
て
テ
ィ

ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
の
も
と
で
『
メ
ダ
ン
・
プ
リ
ヤ
イ
』
の
編
集
者
と
し
て
働
い
て
い
た
。
一
九
一
一
年
十
月
に
中
国
で
辛
亥
革
命
が
勃
発
す

る
と
ス
ラ
カ
ル
タ
の
華
人
の
民
族
意
識
が
高
揚
し
、
ジ
ャ
ワ
人
と
の
抗
争
が
頻
発
し
た
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
今
度
は

規
約
の
提
示
を
警
察
に
求
め
ら
れ
た
の
で
、
マ
ル
ト
ダ
ル
ソ
ノ
は
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
に
助
言
を
求
め
た
。
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
は

こ
れ
に
応
じ
、
新
た
な
規
約
を
作
っ
て
ス
ラ
カ
ル
タ
を
訪
れ
た
。
こ
の
規
約
の
中
で
は
、「
商
業
」
を
外
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
と
い
う
名
称

が
既
に
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
し
い
名
称
は
会
員
の
間
で
さ
え
す
ぐ
に
は
広
ま
ら
ず
、
し
ば
ら
く
は
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
と
呼
ば
れ

続
け
た
。

　

ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
は
大
衆
的
な
支
持
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
同
地
で
反
華
人
暴
動
が
頻
発
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九

一
二
年
八
月
に
ス
ラ
カ
ル
タ
の
州
長
官
か
ら
活
動
停
止
処
分
を
受
け
た
。
こ
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
翌
月
に
規
約
の
改
訂
を
行
っ
た
の
が

⑤
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チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
と
い
う
名
称
は
こ
れ
以
降
定
着
し
て
い
く
。
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
は
、
東
ジ
ャ
ワ
の
マ
デ
ィ

ウ
ン
地
方
の
プ
リ
ヤ
イ
の
家
の
出
身
で
、
原
住
民
官
吏
養
成
学
校
（
Ｏ
Ｓ
Ｖ
Ｉ
Ａ
）
を
卒
業
し
て
い
た
。
カ
リ
ス
マ
性
と
政
治
的
な
才
能
を
備

え
て
い
た
彼
は
、
一
九
一
二
年
の
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
加
入
後
す
ぐ
に
実
質
的
な
指
導
者
と
し
て
台
頭
し
た
。
翌
年
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
第

一
回
大
会
が
、
彼
が
拠
点
を
置
く
東
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
数
年
の
間
に
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
は
急
速
に
拡
大
し
、
政
治

団
体
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
は
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
な
る
と
勢
力
が
衰
え
る
が
、
チ
ョ
ク
ロ

ア
ミ
ノ
ト
は
一
九
三
四
年
に
亡
く
な
る
ま
で
こ
の
団
体
の
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
続
け
た
。

　

そ
の
一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
結
成
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
と
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
、
す
ぐ
に
こ
の
団
体

の
活
動
か
ら
離
れ
、
独
立
運
動
の
表
舞
台
か
ら
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
機
関
誌
『
サ
ロ
ト
モ

Sarotom
o

』
の
編
集
を
任
さ
れ
た
が
、
印
刷
の
た
め
の
資
金
を
流
用
し
た
た
め
団
体
の
指
導
部
か
ら
手
を
切
ら
れ
た
。
彼
は
そ
の
後
も
筆
禍

事
件
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
相
次
い
で
見
舞
わ
れ
た
末
に
、
一
九
一
八
年
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
高
度
な
教
育
な
ど
受
け

て
い
な
い
商
人
に
過
ぎ
ず
、
近
代
的
な
団
体
を
運
営
す
る
能
力
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
と
の
主
導
権
争
い
に
敗
れ
、

一
九
一
四
年
に
名
誉
総
裁
に
祭
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
団
体
の
活
動
か
ら
手
を
引
い
た
。

2　

創
設
者
の
語
り

　

サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
創
設
者
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
存
在
は
人
々
の
間
で
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代

か
ら
三
〇
年
代
に
お
け
る
彼
の
動
向
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
、
一
九
二
六
年
に
精
神
疾
患
を
発
症
し
た
こ
と
が
オ
ラ
ン
ダ
語
紙
で
報
じ
ら
れ
て
い

る
く
ら
い
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
名
前
が
定
期
刊
行
物
の
紙
面
で
話
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
彼
に
は
か
つ
て
の
裕
福
な
商
人
の
面
影
は
な
く
、
住
む
家
さ
え
定
ま
ら
ず
僅
か
な
収
入
で
暮
ら
す
極
貧
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
は

イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
定
期
刊
行
物
に
転
載
さ
れ
、
彼
を
支
援
す
る
た
め
の
基
金
の
設
立
が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。
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一
九
四
二
年
、
日
本
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
植
民
地
支
配
は
終
わ
り
、
そ
の
後
三
年
半
の
日
本
軍
政
を
経

て
一
九
四
五
年
八
月
一
七
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
は
独
立
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
を
認
め
な
い
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間
で
独
立
戦
争
が
起
こ
る
も

の
の
、
一
九
四
九
年
末
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
は
国
際
的
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
の
一
九
四
八
年
に
、
戦
時
中
の
国
民
統

合
を
促
す
た
め
に
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
結
成
日
で
あ
る
五
月
二
〇
日
に
「
民
族
覚
醒
」
の
四
十
周
年
を
記
念
し
て
祝
賀
行
事
が
開
か
れ
た
。

こ
の
日
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た
国
外
に
住
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
間
で
も
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
誕
生
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
起
源
と
す
る
考
え
が
公
的
に
定
め
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
、
既
に
八
十
歳
を
超
え
て
い
た
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
が
再
び
公
の
場
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
彼
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
一
九
〇
五
年
一
〇
月
一
六
日
に
創
設
さ
れ
、
翌
年
の
同
月
同
日
に
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
に
改
編
さ
れ
た
と
語
り
始
め
た
の

で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
一
九
五
三
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
独
立
運
動
の
功
労
者
に
支
給
す
る
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
を

訪
れ
、
そ
の
二
年
後
に
再
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
来
た
際
に
自
説
の
「
証
拠
」
を
持
っ
て
き
た
。
な
お
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
自
身
に
よ
る
説
明
は
文
書

と
し
て
残
っ
て
い
な
い
。
後
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
西
ス
マ
ト
ラ
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
で
あ
っ
た
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤT

am
ar D

jaja

（
一
九
一
三
─
八
四
）
が
一
九
五
五
年
に
聞
き
取
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
は
次
の
よ
う
な
過
程
で
設
立
さ
れ
た
。
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
は
プ
リ
ブ
ミ
を
抑
圧
し
、
商
業

で
は
華
人
を
優
遇
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
憂
慮
し
た
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
、
商
人
の
仲
間
数
名
と
と
も
に
一
九
〇
五
年
一
〇
月
一
六
日
に
ス
ラ

カ
ル
タ
の
自
宅
で
会
合
を
開
き
、
彼
が
長
と
な
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
を
結
成
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
す
ぐ
に
各
地
に
支
部
を

開
設
し
、
翌
年
の
一
〇
月
一
六
日
に
は
ス
ラ
カ
ル
タ
で
最
初
の
大
会
を
開
い
た
。
そ
の
際
に
、
団
体
の
名
称
が
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
に
変
更
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
大
会
は
、
一
九
一
一
年
の
第
六
回
ま
で
ス
ラ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
。
裕
福
な
商
人
で
あ
っ
た
サ
マ
ン
フ

デ
ィ
は
私
財
を
惜
し
み
な
く
投
じ
、
団
体
の
活
動
は
ジ
ャ
ワ
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
華
人
と
の
商
業
で
の
競
争
や
植
民
地
政
庁
に
よ

る
妨
害
な
ど
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
に
は
組
織
運
営
の
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
の
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ

⑭
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ス
ル
ヨ
の
も
と
に
赴
い
て
助
言
を
求
め
た
。
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
は
こ
れ
に
応
じ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
規
約
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、

チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
有
能
な
人
材
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
一
年
の
大
会
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
各
地
域
ご
と
の
活

動
が
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
た
。
最
終
的
に
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
自
分
が
指
導
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
悟
り
、
一
九
一
四
年
の
大

会
で
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
総
裁
の
地
位
は
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
語
り
の
要
点
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
創
設
者
を
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
で
は
な
く
自
身
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
も
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
へ
の
改
編
も
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
設
立
以
前
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
彼
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
自
分
こ
そ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
団
体
の
創
設
者
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
語
っ
た
内
容
は
先
行
研
究
に
即
し
た
前
述
の
説

明
と
は
相
容
れ
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
設
立
時
の
史
料
と
見
比
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
矛
盾
が
見
つ
か
る
。
例
え
ば
、
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
は

『
サ
ロ
ト
モ
』
の
中
で
、
自
身
が
一
九
〇
九
年
三
月
に
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
を
結
成
し
、
そ
れ
が
ス
ラ
カ
ル
タ
で
イ
ス

ラ
ー
ム
同
盟
と
し
て
復
活
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
は
、
原
住
民
問
題
副
顧
問
官
で
あ

っ
た
リ
ン
ケ
スD

. A
. Rinkes

が
と
あ
る
ジ
ャ
ワ
人
か
ら
受
け
取
っ
た
手
紙
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
ブ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
の
ス
ラ
カ
ル
タ
支
部
に
加
入
し
た
後
に
コ
ン
・
シ
ン
に
移
り
、
そ
こ
か
ら
離
脱
し
て
総
裁
と
な
っ
た
レ
ク
ソ
・
ル
メ
ク
ソ
が
テ
ィ

ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
の
協
力
で
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
支
部
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献

に
詳
し
い
。
深
見
「
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
ム
商
業
同
盟
に
つ
い
て
」; A

hm
at B. 

A
dam

, T
he V

ernacular Press and the E
m

ergence of M
odern Indone-

sian Consciousness (1855-1913), Ithaca, N
ew

 Y
ork: Cornell U

niversi-
ty Southeast A

sia Program
, p. 118. 

な
お
、
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
の
最

初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
に
は
、Sarekat D

agang Islam
iah

［Islam
i-

jah

］
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
現
地
住
民
を
意
味
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
し
て
現
代
の
用
語
で
あ

る
プ
リ
ブ
ミ
を
使
う
が
、
管
見
の
限
り
、
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
同
じ
意
味
の
言
葉

で
は
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
（bum

iputra

）」
の
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

A
dam

, T
he V

ernacular Press, p. 118. 

深
見
は
、
こ
の
第
二
の
イ
ス
ラ
ー

ム
商
業
同
盟
は
名
前
だ
け
で
実
在
し
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
深
見
「
い
わ

⑱
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ゆ
る
イ
ス
ラ
ム
商
業
同
盟
に
つ
い
て
」、
三
一
頁
。

深
見
「
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
ム
商
業
同
盟
に
つ
い
て
」、
二
六
─
三
二
頁; Shi-

raishi T
akashi, A

n A
ge in M

otion: P
opular R

adicalism
 in Java, 

1912-1926, Ithaca, N
ew

 Y
ork: Cornell U

niversity Press, 1990, pp. 
38-43.レ

ク
ソ
・
ル
メ
ク
ソ
の
結
成
と
辛
亥
革
命
勃
発
の
順
番
を
逆
に
し
て
い
る
研
究

も
あ
る
。Shiraishi, A

n A
ge in M

otion, p. 39. 

こ
こ
で
は
後
述
の
ド
ゥ
リ
ア

ル
・
ヌ
ル
の
説
明
に
従
っ
た
。

テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
の
署
名
入
り
の
規
約
に
は
一
九
一
一
年
一
一
月
九
日

の
日
付
が
あ
る
。
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
は
著
作
の
中
で
、
な
ぜ
か
こ
の
日
付
を
一

一
日
と
し
て
い
る
。N

oer, T
he M

odernist M
uslim

, p. 102. 

ま
た
、
白
石
は
、

実
際
に
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
が
ス
ラ
カ
ル
タ
に
や
っ
て
来
た
の
は
そ
れ
よ
り

遅
く
、
一
九
一
二
年
初
め
の
こ
と
だ
と
推
察
し
て
い
る
。Shiraishi, A

n A
ge in 

M
ortion, p. 42, note 3.

深
見
「
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
ム
商
業
同
盟
に
つ
い
て
」、
三
二
頁
。

A
dam

, T
he V

ernacular Press, p. 123; Pram
oedya A

nanta T
oer, 

Sang Pem
ula D

isertai K
arya-karya N

on-Fiksi (Jurnalistik) dan Fiksi 
(Cerpen/N

ovel) R
.M

. T
irto A

dhi Soerjo, Jakarta: H
asta M

itra, 1985, 
pp. 171-174.

深
見
純
生
「
初
期
イ
ス
ラ
ム
同
盟
（
一
九
一
一
─
一
六
）
に
関
す
る
研
究

（
一
）」『
南
方
文
化
』
第
四
輯
、
一
九
七
七
年
、
一
五
五
─
五
六
頁
。

Robert V
an N

iel, T
he E

m
ergence of the M

odern Indonesian E
lite, 

T
he H

ague and Bandung: W
. van H

oeve, 1960, pp. 126-27.

“Een bijtende com
m

unist,

” H
et niew

us van den dag voor N
eder-

landsch-Indië (June 4, 1926): 3; 

“In het doorgangshuis,

” D
e nieuw

e 
vorstenlanden (June 10, 1926): 2.

“Hadji Sam
anhoedi dalam

 K
em

elaratan Sangat!

” T
jaja T

im
oer 

(A
pril 25, 1940): 1.

“Hadji Sam
anhoedi! dalam

 K
em

elaratan Sangat,

”Al-Lisaan 48 (June 
5, 1940): 9-10; 

“Disekitar T
oean H

. M
. Sam

anhoedi,

” ʿA
dil 42 (July 20, 

1940): 6-7.

当
初
は
「
民
族
覚
醒
」
に
、K

ebangkitan N
asional

で
は
な
くK

ebangu-
nan N

asional

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。

“Mesir dan H
ari K

ebangunan,

” Berita Indonesia (M
ay 22, 1948): 1; 

“Putera2 Indonesia di Singapura,

” Merdeka (M
ay 26, 1948): 1.

T
am

ar D
jaja, Pusaka Indoneisa: R

iw
ajat H

idup O
rang-orang Besar 

T
anah A

ir, 6
th ed., vol 2, Jakarta: Bulan Bintang, p. 644. 

後
述
の
教
育
文

化
省
発
行
の
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
伝
記
で
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
を
訪
れ
た
の
は
一
九
五
五
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

“Peringatan 51 T
ahun Pergerakan Islam

 Indonesia: 16 O
ktober 

1905 16 O
ktober 1956,

” Suara M
asjum

i 28-29 (O
ctober 20, 1956): 2-3; 

“Hadji Sam
anhudi M

eninggal D
unia,

” H
ikm

ah 10/1-2 (January 12, 
1957): 36, 43. 

こ
れ
ら
の
中
で
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
れ
た
サ

マ
ン
フ
デ
ィ
か
ら
一
九
五
五
年
六
月
二
三
日
に
話
を
聞
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、
他
の
論
説
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
に
会
っ
た
の
は
同
年
七

月
と
な
っ
て
い
る
。
“Tanggal Pendirian SD

I Sebagai Perm
ulaan K

e-
bangunan Pergerakan N

asional,

” Harian A
badi (A

ugust 2, 1957): 1.

タ

マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、T

am
ar D

jaja, R
iw

ayat H
idup A

. 
H

assan, Jakarta: M
utiara, 1980, p. 183

を
参
照
。

Ch. P. J. Blok, 

“De Javaansche pers,

” K
oloniaal tjidschrift (1912): 

1237-1239. 

こ
れ
は
、『
サ
ロ
ト
モ
』
の
記
事
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
要
約
し
た
も
の

で
あ
る
。

D
e A

junct-A
dviseur voor Inlandsce Zaken aan de Gouverneur-

Generaal, 23 M
ei 1913, V

erbaar 9 A
ugstus 1913 no. B13.

④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫
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二　

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
内
で
の
論
争

　

タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
に
よ
れ
ば
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
語
り
を
始
め
た
の
は
一
九
五
三
年
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
初
は
反
響
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
党Partai Sarekat Islam

 Indonesia

（
イ
ス
ラ
ー

ム
同
盟
の
後
身
）
も
話
題
に
し
て
い
な
い
。
同
党
の
機
関
誌
『
ブ
ン
デ
ラ
・
イ
ス
ラ
ムBendera Islam

』
の
一
九
五
四
年
の
記
事
に
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
一
九
〇
九
年
に
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
で
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
ス
ラ
カ
ル
タ
で

そ
の
支
部
を
設
立
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
党
は
、
独
立
運
動
の
英
雄
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト

が
指
導
者
で
あ
っ
た
政
党
と
い
う
こ
と
を
看
板
に
掲
げ
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
は
彼
が
指
導
権
を
握
る
以
前
の
話
で
あ
り
、

そ
れ
ほ
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
が
再
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
れ
た
一
九
五
五
年
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
一
部

が
彼
の
語
り
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
る
。
同
年
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
と
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
日
と
さ
れ
る
一
〇
月

一
六
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
の
半
世
紀
を
祝
う
記
念
行
事
が
開
か
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
党
の
有
力
者
ハ

ル
ソ
ノ
・
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
トH

arsono T
jokroam

inoto
（
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
の
息
子
）
も
出
席
し
て
い
る
。
翌
年
以
降
も
こ
の
日
に
は
イ

ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
一
部
に
よ
っ
て
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
、「
民
族
覚
醒
の
日
」
を
一
〇
月
一
六
日
に
変
更
す
べ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
働

き
か
け
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
り
が
重
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
政
治
的
な
対
立
の
先
鋭

化
で
あ
る
。 

一
九
五
五
年
九
月
に
、
独
立
後
最
初
の
国
民
議
会
選
挙
が
開
か
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
属
す
る
マ
シ
ュ
ミ
党Partai M

asju-

m
i

と
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ーN

ahdlatul U
lam

a

、
世
俗
主
義
勢
力
に
属
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党Partai N

asional Indonesia

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党Partai K

om
unis Indonesia

が
四
大
政
党
と
な
っ
た
。
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力

①

②

③
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⑤
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と
世
俗
主
義
勢
力
が
拮
抗
し
た
こ
と
で
、
社
会
の
分
断
が
露
わ
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
主
流
派
は
、
政
治
的
な
汎
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
の
理
想
は
捨
て
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
国
民
国
家
を
承
認
し
て
お
り
、
そ
れ
を
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
い
た
国
家
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
た
。
彼
ら
の
関
心
の
対
象
は
政
党
政
治
だ
け
に
限
ら
ず
、
社
会
の
中
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
価
値
観
を
広
め
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
に
お
け
る
「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
を
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
誕
生
と
す
る
べ
き
と
い
う
主
張
も
、
同
様
の
試
み

の
一
つ
と
理
解
で
き
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
中
で
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
主
張
を
熱
心
に
支
持
し
た
の
が
、
い
ず
れ
も
マ
シ
ュ
ミ
党
に
所
属
し
て
い
た
前
述
の
タ
マ
ル
・

ジ
ャ
ヤ
と
ハ
ム
カH

am
ka

（
一
九
〇
八
─
八
一
）
で
あ
っ
た
。
ハ
ム
カ
は
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
と
同
じ
く
西
ス
マ
ト
ラ
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
作
家
で
あ
り
、
独
立
後
の
最
も
著
名
な
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
主
張
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
サ

マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
り
に
は
な
か
っ
た
内
容
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
伝
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ

は
自
身
が
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
を
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
よ
り
先
に
結
成
し
た
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
と

ハ
ム
カ
が
触
れ
て
い
る
の
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
よ
り
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
団
体
と
し
て
優
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ハ
ム
カ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
活
動
が
大
き
く
発
展
し
た
の
に
比
べ
、「
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
は
る
か
に
取
り
残
さ
れ
て
い

た
」
と
評
し
て
い
る
。
他
方
の
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
発
言
に
は
揺
ら
ぎ
が
見
ら
れ
、
一
九
五
六
年
の
論
説
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
と
ブ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
の
協
力
関
係
に
言
及
し
た
り
、
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
や
ス
ト
モ
に
敬
意
を
示
し
た
り
し
て
い
た
。
だ
が
、
翌
年
の
論
説
で
は
、「
彼
（
サ

マ
ン
フ
デ
ィ
）
の
持
っ
た
理
想
は
、
専
ら
貴
族
の
子
孫
（turunan ningrat

）
の
若
者
の
学
校
と
教
育
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
だ
け
の
ブ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
の
理
想
よ
り
大
き
か
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
り
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
中
で
も
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
彼
の
語
っ
た

内
容
を
公
に
否
定
し
た
の
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
学
生
協
会H

im
punan M

ahasisw
a

の
会
員
で
あ
っ
た
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
で
あ
る
。
彼
は
後

に
研
究
者
と
し
て
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
博
士
の
学
位
を
取
得
す
る
一
方
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
設
立
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
五
七
年

⑥

⑦

⑧

⑨
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七
月
に
マ
シ
ュ
ミ
党
系
の
新
聞
『
ハ
リ
ア
ン
・
ア
バ
デ
ィH

arian A
badi

』
に
彼
に
よ
る
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
宛
の
反
駁
の
論
説
が
掲
載
さ
れ

る
と
、
両
者
の
間
で
論
争
が
起
こ
っ
た
。

　

ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
は
、
自
分
の
目
的
が
「
歴
史
の
真
実
（kebenaran sedjarah

）」
の
追
求
で
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
文
書
な
ど
の
裏
付

け
な
し
に
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
り
だ
け
を
根
拠
に
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
設
立
年
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
る
。
ま
し
て

や
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
が
話
を
聞
い
た
時
の
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
は
高
齢
で
心
身
と
も
に
長
ら
く
病
ん
で
お
り
、
そ
の
証
言
は
信
頼
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
実
は
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
者
ケ
イ
ヒ
ンGeorge M

cT
urnan K

ahin

の
依
頼
で
、
一
九

五
五
年
半
ば
か
ら
五
七
年
末
に
か
け
て
二
〇
世
紀
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
定
期
刊
行

物
な
ど
の
文
献
と
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
を
含
む
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ

の
語
り
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
に
よ
れ
ば
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
が
設
立
さ
れ
た
直
接
の
要
因

は
、
辛
亥
革
命
の
影
響
で
華
人
の
民
族
意
識
が
高
揚
し
、
彼
ら
と
プ
リ
ブ
ミ
（
ジ
ャ
ワ
人
）
と
の
抗
争
が
激
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
が
一
九
一
一
年
以
前
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
り
以
外
に
も
証
拠
が
あ
る
と
反
論
し

て
い
る
。
ま
ず
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
か
ら
受
け
取
っ
た
、
執
行
部
の
役
員
一
覧
や
一
九
〇
八
年
の
第
一
回
大
会
の
際
に
撮
ら
れ
た
執
行
部
の
写
真

で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
の
大
会
の
議
事
録
や
団
体
の
規
約
は
存
在
し
な
い
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
当
時
の
団
体
と

し
て
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
さ
ら
に
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
関
係
者
の
証
言
を
裏
付
け
と
し
て
あ
げ
て
い

る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
古
参
の
参
加
者
で
存
命
で
あ
っ
た
ス
ワ
ン
デ
ィSoew

andi

や
ラ
デ
ン
・
グ
ナ
ワ
ンRaden Gunaw

an

は
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
っ
た
内
容
が
正
し
い
と
認
め
た
と
い
う
。
ま
た
、
ハ
ル
ソ
ノ
・
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立

年
と
さ
れ
る
一
九
一
一
年
は
実
際
に
は
植
民
地
政
庁
か
ら
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
年
だ
と
語
っ
て
い
た
。
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業

同
盟
の
結
成
の
直
接
の
要
因
と
さ
れ
る
プ
リ
ブ
ミ
と
華
人
の
抗
争
に
し
て
も
、
辛
亥
革
命
以
前
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
と
す
る
。

⑫
⑬
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⑮
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し
か
し
な
が
ら
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
に
と
っ
て
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
あ
げ
た
証
拠
は
い
ず
れ
も
根
拠
が
薄
弱
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
会
の

議
事
録
や
規
約
が
な
く
と
も
、
同
時
代
の
定
期
刊
行
物
が
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
活
動
を
何
も
伝
え
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
提
示
し
た
執
行
部
の
役
員
一
覧
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
こ
の
団
体
の
機
関
誌
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
と
一
致
し
て
お
ら
ず
信
憑
性
が
な
い
。
大
会
の
写
真
に
つ
い
て
も
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
は
一
九
〇
六
年
と
一
九
〇
七
年
と
称
す
る

も
の
を
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
年
代
も
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
大
会
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
も
写
っ
て
い
な
い
。
グ
ナ
ワ
ン

の
証
言
は
、
出
来
事
の
順
番
が
不
自
然
で
あ
る
し
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
年
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ハ

ル
ソ
ノ
が
言
う
一
九
一
一
年
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
が
法
人
と
し
て
承
認
さ
れ
た
年
で
は
な
く
最
初
の
規
約
が
作
成
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
彼

の
知
識
も
疑
わ
し
い
。

　

む
し
ろ
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
が
行
っ
た
調
査
は
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
説
明
と
は
異
な
る
結
果
を
示
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
グ
ナ
ワ
ン
も

ハ
ル
ソ
ノ
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
ま
ず
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
で
創
設
さ
れ
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
も
の
は
そ
の
支
部
で
あ
る
と
認
め
て
お
り
、

グ
ナ
ワ
ン
は
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
方
が
先
に
設
立
さ
れ
た
と
証
言
し
て
い
た
。
ま
た
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
が
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
に
年
月
に
は
触

れ
ず
に
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
辛
亥
革
命
の
後
に
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
が
設
立
さ

れ
た
と
彼
は
答
え
て
い
た
。
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
指
導
者
た
ち
の
著
作
や
講
演
の
記
録
か
ら
も
、
ス
ラ
カ
ル
タ
に
は
最

初
に
コ
ン
・
シ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
が
分
裂
し
て
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
率
い
る
レ
ク
ソ
・
ル
メ
ク
ソ
が
設
立
さ
れ
、
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
の
イ
ス
ラ
ー
ム

商
業
同
盟
の
支
部
と
な
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
当
時
の
『
メ
ダ
ン
・
プ
リ
ヤ
イ
』
の
記
事
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
も
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
誕
生
を
「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
と
す
る
こ
と
に
は
疑

問
を
呈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
団
体
の
活
動
範
囲
は
初
期
の
段
階
で
は
ジ
ャ
ワ
・
マ
ド
ゥ
ラ
と
い
う
一
地
域
に
限
ら
れ

て
お
り
、
地
域
的
な
団
体
で
あ
れ
ば
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
よ
り
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
活
動

は
地
域
の
枠
を
超
え
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
域
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
役
割
は
よ
り
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ

⑯
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ル
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
に
対
す
る
評
価
と
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
設
立
時
期
は
別
問
題
で
あ
る
と
し
て
そ
れ
以
上
の
議
論
は
避
け
て

い
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
中
で
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
先
駆
者
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
へ
の
不
満
が
共
有

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
『
ア
バ
デ
ィ
』
紙
で
の
論
争
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
に
関
す
る
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
＝
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
説

は
、
学
術
的
な
立
場
か
ら
完
全
に
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
謬
説
は
そ
の
後
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
広
ま
り
続
け

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
媒
介
と
な
っ
た
の
が
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
よ
う
な
大
衆
作
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
歴
史
関
係
の
書
籍
で
あ
る
。
な
か

で
も
、
反
植
民
地
主
義
運
動
や
独
立
運
動
で
活
躍
し
た
英
雄
た
ち
の
伝
記
作
品
は
人
気
を
博
し
、
人
々
の
歴
史
認
識
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
作
品
に
は
、
著
者
の
経
験
に
基
づ
く
有
益
な
情
報
を
含
む
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
史
料
的
な
裏
付
け
が
不
充
分
な
記

述
を
含
ん
で
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
と
ソ
リ
ヒ
ン
・
サ
ラ
ム

Solichin Salam

で
あ
る
。
特
に
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
家
宝
』
は
英
雄
の
伝
記
集
の
最
初
期
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
、
オ

ラ
ン
ダ
植
民
地
末
期
に
初
版
が
出
版
さ
れ
る
と
独
立
後
も
版
を
重
ね
て
い
っ
た
。
本
書
に
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
っ
た
内
容
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
は
、
一
九
六
六
年
出
版
の
第
六
版
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
版
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
は
一
九
〇
九
年
に
テ
ィ
ル
ト
ア

デ
ィ
ス
ル
ヨ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
一
九
一
二
年
に
ス
ラ
カ
ル
タ
の
支
部
が
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
に
改
編
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
以
外

に
も
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
は
、『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
偉
人
た
ち
』
や
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
英
雄
た
ち
』
と
い
っ
た
伝
記
集
を
著
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム

同
盟
の
設
立
過
程
に
関
す
る
謬
説
を
取
り
上
げ
続
け
た
。

　

こ
れ
ら
の
著
作
の
中
で
は
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

運
動
が
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
に
と
っ
て
は
真
偽
を
検
証
す
べ
き
事
柄
と
い

う
よ
り
信
念
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
侵
略
に
抵
抗
し
た
ス
ナ
ン
・
グ
ヌ
ン
ジ
ャ
テ
ィSunan Gunung-

jati

や
デ
ィ
ポ
ヌ
ゴ
ロD

iponegoro

の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
古
い
時
代
か
ら
「
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
（um

m
at Islam

）」
が
反
植
民

⑱
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地
主
義
運
動
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
も
「
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
」
が
先
駆
者
で
あ
っ

て
然
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
議
論
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。

『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
家
宝
』
第
六
版
や
そ
れ
以
降
の
伝
記
集
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
論
説
で
認
め
ら
れ
た
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
へ
の
批
判

的
な
論
調
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
や
ス
ト
モ
も
英
雄
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
は
「
民
族
運
動
の
父

（bapa pergerakan N
asional

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

“Hadji Sam
anhudi M

eninggal D
unia,

” 36.

“P.S.I.I dari T
ahun ke T

ahun,
” Bendera Islam

 1/1 (A
ugust 3, 1954): 

3.

『
ブ
ン
デ
ラ
・
イ
ス
ラ
ム
』
の
一
面
に
は
、
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
の
功
績
に
関

す
る
記
事
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
“Alm

arhum
 H

.O
.S. T

jok-
roam

inoto A
dalah Seorang Religieus, Socialis dan N

asionalis,

” Ben-
dera Islam

 1 (Septem
ber 15, 1954): 1; 

“Alm
arhum

 H
.O

.S. T
jokroam

i-
noto A

dalah Pendobrak Pintu K
em

erdekaan Indonesia! M
ajlis 

T
ahkim

 (K
ongres) PSII ke-30 di Solo Berachir dengan Baik,

” Ben-
dera Islam

 18 (A
pril 15, 1955): 1.

“Mengenangkan 16 O
ktober 1905,

” G
em

a Pem
uda A

l-Irsjad 2/7 
(O

ctober 1955): 6-7.

“Hadji Sam
anhudi M

eninggal D
unia,

” 43.
H

erbert Feith, T
he D

ecline of Constitutional D
em

ocracy in Indo-
nesia, Ithaca, N

ew
 Y

ork: Cornell U
niversity Press, 1962, p. 434.　

マ
シ

ュ
ミ
党
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
勢
力
を
統
合
す
る
政
党
と
し
て
一
九
四
五
年
一
一
月

に
発
足
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
党
と
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ

マ
ー
も
結
成
に
参
加
し
た
が
、
前
者
は
一
九
四
七
年
に
、
後
者
は
一
九
五
二
年
に

離
脱
し
て
独
自
の
政
党
と
な
っ
た
。
な
お
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
党
は
一
九
五
五
年

の
選
挙
で
は
僅
か
な
票
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。

社
会
の
中
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
価
値
観
を
広
め
よ
う
と
し
た
同
時
期
の
動
き
と

し
て
、
ジ
ャ
ウ
ィ
（Jaw

i, 

ム
ラ
ユ
語
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
表
記
）
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
し
た
議
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
山
口
元
樹
「
イ
ス
ラ
ー
ム

の
文
字
、
マ
レ
ー
の
文
字
─
─
独
立
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
ジ
ャ
ウ
ィ
復
活

論
と
マ
ラ
ヤ
と
の
関
係
」『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
五
八
巻
二
号
、
一
四
一
─
一
六

三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
ム
カ
に
つ
い
て
は
、Jam

es R. Rush, H
am

kaʼs G
reat Story: A

 M
aster 

W
riterʼs V

ision of Islam
 for M

odern Indonesia, M
adison, W

I: T
he 

U
niversity of W

isconsin Press, 2016.

“Pem
im

pin-pem
im

pin K
ita,

” Suara M
asjum

i 12/8-9 (June 1, 1957): 
7.

“Peringatan 51 T
ahun Pergerakan Islam

 Indonesia 16 O
ktober 

1905 16 O
ktober 1956,

” Suara M
asjum

i 28-29 (O
ctober 20, 1956): 3; 

“Hadji Sam
anhudi M

eninggal D
unia,

” 36.

ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、A

udrey K
ahin, 

“In M
em

ori-
am

: D
eliar N

oer (1926-2008),

” Indonesia 87 (2009): 103-109.
“Kapan T

gl Pendirian Serikat D
agang Islam

 Jg Pasti? Penting D
is-

elidiki dengan T
eliti untuk K

epentingan K
ebenaran Sedjarah,

” Hari-

㉒

㉓

㉔

①②③④⑤⑥

⑦⑧⑨⑩⑪⑫

123　（123）

「民族覚醒」の起源をめぐる謬説とその継承（山口）



an A
badi (July 17, 1957): 3.

K
ahin, 

“In M
em

oriam
,

” 104-105. 

た
だ
し
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
は
、
オ

ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
の
公
文
書
は
史
料
と
し
て
あ
げ
て
い
な
い
。

“Tanggal Pendirian SD
I Sebagai Perm

ulaan K
ebangunan Perger-

akan N
asional.

”

タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
話
に
は
矛
盾
点
が
多
い
。
例
え
ば
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
か
ら

受
け
取
っ
た
最
初
の
大
会
の
写
真
は
、
彼
の
語
り
に
従
え
ば
一
九
〇
六
年
の
も
の

と
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
通
説
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
最
初
の
大

会
は
一
九
一
三
年
に
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
会
の
議
事
録
が
な
い
の
は

一
九
一
二
年
ま
で
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

“Tgl. Pendirian Ser. D
agang Islam

: D
alil2 M

enetapkan T
ahun 1905 

dari T
. D

jaja Lem
ah I-III,

” H
arian A

badi (Septem
ber 12, 1957): 3; 

(Septem
ber 13, 1957): 3; (Septem

ber 16, 1957): 3. 

な
お
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・

ヌ
ル
は
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
が
あ
げ
た
人
物
の
う
ち
、
ス
ワ
ン
デ
ィ
に
は
会
っ
て
い

な
か
っ
た
。

“Tgl. Pendirian Ser. D
agang Islam

: D
alil2 M

enetapkan T
ahun 1905 

dari T
. D

jaja Lem
ah II.

”

K
looster, Indonesiërs, pp. 138-141.

ソ
リ
ヒ
ン
・
サ
ラ
ム
の
経
歴
や
著
作
に
つ
い
て
は
、Solichin Salam

, 60 
T

ahun Solichin Salam
: 17 O

ktober 1933 – 17 O
ktober 1993, s.n. 

た

だ
し
、
彼
の
著
作
に
は
、
一
九
〇
五
年
に
結
成
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
が

一
九
一
二
年
に
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
に
改
編
さ
れ
た
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

別
の
著
作
で
は
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
は
一
九
一
一
年

と
さ
れ
、
脚
注
で
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
語
っ
た
内
容
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。Solich-

in Salam
, Sedjarah Islam

 di D
jaw

a, Jakarta: D
jajam

urni, 1964, p. 62; 
id., H

adji A
gus Salim

: Pahlaw
an N

asional, Jakarta: D
jajam

urni, 1965, 

p. 75.
T

am
ar D

jaja, Pusaka Indonesia: O
rang-orang Besar T

anah A
ir, 4

th 	
ed., Jakarta: K

em
enterian Pendidikan Pengadjaran dan K

ebudayaan 
Republik Indonesa, 1951, p. 144; id., Pusaka Indonesia: R

iw
ajat H

idup 
O

rang-orang Besar T
anah A

ir, 6
th ed., vol. 2, Jakarta: Bulan Bintang, 

1966. 

筆
者
が
現
物
を
確
認
で
き
た
の
は
第
四
版
と
第
六
版
の
み
。
第
四
版
と
第

五
版
は
出
版
社
が
異
な
る
だ
け
で
同
じ
年
に
出
て
お
り
、
内
容
に
大
き
な
変
更
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

T
am

ar D
jaja, O

rang-orang Besar Indonesia, vol. 2, Jakarta: Pustaka 
A

ntara, 1975, pp. 59-66 ; id., Pahlaw
an-pahlaw

an Indonesia, vol. 2, Ja-
karta: Pustaka A

ntara, 1979, pp. 59-66. 

後
者
は
前
者
の
増
補
版
と
呼
ぶ
べ

き
も
の
。

ス
ナ
ン
・
グ
ヌ
ン
ジ
ャ
テ
ィ
は
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
後
半
の
ジ
ャ

ワ
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
布
教
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
半
ば
伝
説
的
な
ワ
リ
・

ソ
ン
ゴW

ali Songgo

（
九
聖
人
）
の
一
人
と
見
做
さ
れ
る
人
物
。
一
五
二
七
年

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
艦
隊
を
撃
破
し
、
西
ジ
ャ
ワ
の
チ
ル
ボ
ン
に
国
家
を
樹
立
し
た
。

デ
ィ
ポ
ヌ
ゴ
ロ
は
、
中
部
ジ
ャ
ワ
南
部
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
国
マ
タ
ラ
ム
の
王
族
で

一
八
二
五
年
か
ら
三
〇
年
に
起
こ
っ
た
ジ
ャ
ワ
戦
争
で
反
オ
ラ
ン
ダ
武
力
抵
抗
を

指
導
し
た
。

“Tanggal Pendirian SD
I Sebagai Perm

ulaan K
ebangunan Perger-

akan N
asional.

”

D
jaja, Pusaka Indonesia, vol. 2, pp. 608-617; id., O

rang-orang Besar, 
vol. 2, pp. 7-16, vol. 3, pp. 65-72; id., Pahlaw

an-pahlaw
an, vol. 2, pp. 

7-16, vol. 3, pp. 52-58. 

サ
マ
ン
フ
デ
ィ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め

ぐ
る
語
り
を
始
め
る
前
に
出
版
さ
れ
た
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
家
宝
』
の
第
四
版
に

も
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
へ
の
批
判
的
な
論
調
は
認
め
ら
れ
な
い
。

⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲
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三　

公
的
な
歴
史
叙
述
の
形
成
と
謬
説
の
扱
い

1　

国
史
セ
ミ
ナ
ー
と
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
』

　

イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
的
な
歴
史
叙
述
が
形
成
さ
れ
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
植
民
地
時
代
の
歴
史
叙
述
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
手
に
よ
る
彼
ら
を
主
体
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
中
心
史
観
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
代
え
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
主
体
と
し
た
歴
史
を
創
出
す
べ
き
と
い
う
考
え
は
、
独
立
運
動
の
中
で
生
ま
れ
、
発
展
し
て
い

っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
手
に
よ
る
近
代
的
な
歴
史
学
の
方
法
に
基
づ
い
た
国
史
編
纂
の
計
画
は
独
立
直
後
に
始
ま
る
が
、
実
現
に
至
る
ま

で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
教
育
文
化
省
の
呼
び
か
け
で
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
第
一
回
国
史
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
議
題
と
な
っ
た
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
の
歴
史
観
を
構
築
す
る
た
め
の
歴
史
哲
学
や
時
代
区
分
な

ど
で
あ
り
、
個
別
の
事
例
研
究
の
報
告
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
も
話
題
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
の
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
と
近
代
的
な
歴
史
学
と
の
相
克
で
あ
る
。
当
時
は
反
植
民
地
主
義

の
風
潮
を
背
景
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
主
唱
者
が
教
育
文
化
大
臣
も
務
め
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ヤ
ミ

ンM
uham

m
ad Y

am
in

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
や
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
と
い
っ
た
仏
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
王
国
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
民
族
の
統
一
国
家
で
あ
る
と
唱
え
、
民
族
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
し
た
ロ
マ
ン
主
義
的
な
歴
史
書
を
執
筆
し
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う

な
著
作
は
し
ば
し
ば
非
実
証
的
で
あ
っ
た
た
め
、
近
代
的
な
歴
史
学
の
立
場
を
と
る
者
た
ち
か
ら
は
批
判
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
回

国
史
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
史
編
纂
に
向
け
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
い
た
歴
史
解
釈
の
必
要
性
を
訴
え
た
ヤ
ミ
ン
に
対
し
、
参
加
者
の
一
人

で
あ
っ
た
ス
ジ
ャ
ト
モ
コSoedjatm

oko

は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
と
科
学
的
な
歴
史
学
と
で
は
基
準
が
相
い
れ
な
い
と
反
論
し
た
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
扱
っ
た
報
告
が
な
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
に
再
び
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
国
史

①

②

125　（125）

「民族覚醒」の起源をめぐる謬説とその継承（山口）



セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
マ
シ
ュ
ミ
党
は
指
導
者
が
地
方
反
乱
に
参
加
し
た
た
め
に
一
九
六
〇
年
に
非
合
法
化
さ
れ
、
ス
ハ

ル
ト
政
権
移
行
後
も
復
活
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
の
中
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
価
値
観
を
広
め
よ
う
と
す
る
試
み
が
断
念
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
回
国
史
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第
一
回
の
際
と
は
異
な
り
個
別
事
例
を
扱
っ
た
報
告
が
増
加
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、

ア
フ
マ
ド
・
マ
ン
ス
ル
・
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラA

hm
ad M

ansur Suryanugara

と
ヤ
フ
ヤ
・
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィY

ahya D
im

yati

が
、
イ
ス
ラ
ー

ム
商
業
同
盟
が
一
九
〇
五
年
一
〇
月
一
六
日
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
説
を
取
り
上
げ
た
。
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
は
バ
ン
ド
ゥ
ン
の
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン

大
学
に
所
属
す
る
歴
史
研
究
者
で
あ
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
で
も
活
動
し
、
旧
マ
シ
ュ
ミ
党
の
指
導
者
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。

　

ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
と
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
時
期
に
つ
い
て
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
や
ソ
リ
ヒ
ン
・
サ
ラ
ム
の
著
作
を

典
拠
に
あ
げ
て
い
る
。
彼
ら
の
報
告
の
重
要
な
点
は
、
ま
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
が
学
術
的
な
装
い
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
報
告
者
は
自
説
の
補
強
の
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
歴
史
研
究
者
フ
レ
ケBernard H

. M
. V

lekke

の
著
作
を
引

用
し
て
い
る
。
フ
レ
ケ
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
は
反
植
民
地
主
義
運
動
に
関
す
る
報
告
書
に
あ
ま
り
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た

と
さ
れ
る
。
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
と
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
存
在
が
華
人
と
ジ
ャ
ワ
人
の
抗
争
が
激
化
す
る
ま
で
植
民
地
政

庁
に
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
だ
と
結
論
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
一
次
史
料
を
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ド
ゥ
リ

ア
ル
・
ヌ
ル
に
よ
る
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
へ
の
反
駁
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
も
の
と
比
べ
、
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
と
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィ
の
主
張
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
史
観
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
報
告
者
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
多
数
派
住
民
の
宗
教
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会

に
根
付
い
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
植
民
地
支
配
へ
の
抵
抗
の
原
理
と
し
て
、
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
と
独
立
運
動
の
展
開

に
お
い
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
論
を
展
開
し
て
い
る
。
特
に
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
へ
の
批
判
を
議
論
の
中
心

に
据
え
て
お
り
、
非
イ
ス
ラ
ー
ム
的
も
し
く
は
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
ジ
ャ
ワ
主
義
を
掲
げ
た
せ
い
で
指
導
者
た
ち
の
離
反
を
招
き
、
大
衆
の
支

持
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
学
術
的
な
装
い
と
し
て
、
自
説
の
裏
付
け
の
た
め
に
前
述
の
ケ
イ
ヒ
ン
の
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研
究
が
度
々
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
と
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィ
は
、
公
的
な
歴
史
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
誕
生
を
「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
と
し
て
認
め
る
よ

う
求
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
編
纂
の
計
画
は
、
一
九
七
五
年
の
『
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
史
』
の
出
版
を
も
っ
て
一
先
ず
は
達
成
さ
れ
た
。
そ
の
第
五
巻
の
「
民
族
運
動Pergerakan N

asional

」
の
記
述
は
一
九
〇
八
年

の
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
設
立
か
ら
始
め
ら
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
は
一
九
一
一
年
に
ス
ラ
カ
ル
タ
で
結
成
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
ブ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
に
つ
い
て
は
、
初
期
の
会
員
資
格
が
ジ
ャ
ワ
人
に
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
大
衆
的
な
支
持
を
得
る
こ
と
は
な

く
政
治
的
な
重
要
性
は
高
く
な
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、「
し
か
し
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
重
要
な
一
つ
の
事
柄
は
、
そ
の
体

内
に
最
初
の
民
族
的
な
精
神
の
萌
芽
が
既
に
存
在
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
民
族
運
動
の
祖
と
見
做
さ
れ
、
…
」
と
あ
り
、
最
初
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ス
ト
団
体
と
し
て
の
重
要
性
は
決
し
て
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
が
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
』
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
当
然
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

本
書
の
総
括
責
任
者
を
務
め
た
サ
ル
ト
ノ
・
カ
ル
ト
デ
ィ
ル
ジ
ョSartono K

artodirdjo

は
、
こ
の
団
体
に
関
し
て
史
料
に
依
拠
し
た
研
究

を
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
で
学
位
を
取
得
し
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
歴
史
研

究
者
で
あ
る
。
彼
と
そ
の
弟
子
た
ち
か
ら
な
る
サ
ル
ト
ノ
学
派
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
学
会
で
長
き
に
わ
た
っ
て
強
い
影
響
力
を
持
ち
続

け
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
以
降
出
版
さ
れ
た
公
的
な
歴
史
書
に
も
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
＝
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
説
の
入
り
込
む
余
地
は
な
か

っ
た
。
国
史
編
纂
の
目
的
の
一
つ
は
、
統
一
さ
れ
た
歴
史
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
標
準
テ
キ
ス
ト
の
作
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

出
版
さ
れ
た
中
学
校
や
高
等
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
は
、『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
』
に
準
拠
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
に
は
、
教
育
文
化
省
か

ら
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
伝
記
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
研
究
者
間
で
見
解
の
相
違
が
あ
る

こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
結
論
と
し
て
は
サ
ル
ト
ノ
の
研
究
に
従
い
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
設
立
し
た
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム

商
業
同
盟
が
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
の
も
の
の
支
部
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
。
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公
的
な
歴
史
書
に
準
じ
る
も
の
で
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
寄
り
の
記
述
を
と
っ
た
歴
史
書
と
し
て
、
一
九
九
一
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ウ
ラ
マ
ー

評
議
会M

ajelis U
lam

a Indonesia

（
Ｍ
Ｕ
Ｉ
）
が
発
行
し
た
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
歴
史
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｉ

は
、
一
九
七
五
年
に
ス
ハ
ル
ト
の
主
導
で
創
設
さ
れ
た
組
織
で
、
初
代
議
長
を
務
め
た
の
は
ハ
ム
カ
で
あ
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
で
イ
ス

ラ
ー
ム
勢
力
の
政
治
活
動
は
徹
底
的
に
抑
圧
さ
れ
た
が
、
宗
教
行
政
の
円
滑
化
や
開
発
政
策
の
正
当
化
の
た
め
に
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の
協
力

は
必
要
と
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｕ
Ｉ
は
、
政
府
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
の
間
の
仲
介
役
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
政
府
か
ら

は
一
定
の
独
立
性
を
持
っ
て
い
た
。『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
歴
史
』
の
編
纂
は
、
編
者
の
タ
ウ
フ
ィ
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

ラ
ーT

aufik A
bdullah

を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
研
究
者
に
委
ね
ら
れ
た
。
タ
ウ
フ
ィ
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
博
士
号
を

取
っ
た
研
究
者
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
に
関
す
る
彼
の
研
究
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
外
で
学
術
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
興

味
深
い
こ
と
に
、
第
二
回
国
史
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
者
で
あ
る
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
も
、
執
筆
者
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
歴
史
』
の
出
版
の
意
図
は
、『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
』
の
も
の
と
は
異
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力

の
歴
史
観
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
特
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
到
来
と
初
期
の
イ

ス
ラ
ー
ム
化
さ
れ
た
王
国
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
ハ
ム
カ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の
一
部
は
、
ヤ
ミ
ン
の
も
の
に
代
表
さ
れ

る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
化
以
前
の
王
国
、
特
に
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
民
族
意
識
の
基
盤
と
し
て
重

視
さ
れ
る
こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
彼
ら
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
位
置
付
け
を
見
直

す
べ
く
、
こ
の
地
に
早
い
時
期
に
「
正
統
」
な
イ
ス
ラ
ー
ム
が
到
来
し
た
と
主
張
し
て
い
た
。『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
歴

史
』
で
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
誕
生
後
間
も
な
く
ア
ラ
ブ
人
ム
ス
リ
ム
が
こ
の
地
域
を
訪
れ
、
九
世
紀
半
ば
に
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
た
王
国
が
建
設

さ
れ
て
い
た
可
能
性
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
で
さ
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
は
標
準
的
な
記
述
に
従
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ス
ラ
ー
ム

商
業
同
盟
は
一
九
〇
九
年
に
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
一
九
一
一
年
に
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
に
改
編
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て

⑮

⑯

⑰

⑱

128　（128）



い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
付
さ
れ
た
註
で
は
、
文
献
と
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
て
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
の
研
究
な
ど

が
典
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
＝
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
説
も
言
及
さ
れ
て
は
い
る
が
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同

盟
党
の
活
動
家
」
が
主
張
し
て
い
る
も
の
と
の
み
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
意
向
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
た
歴
史
書
に
お
い
て

す
ら
、
こ
の
謬
説
は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2　

存
続
す
る
謬
説

　

ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
に
と
っ
て
、『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
歴
史
』
の
記
述
は
明
ら
か
に
不
本
意
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
定

期
刊
行
物
の
論
説
や
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
自
説
を
唱
え
続
け
、
一
九
九
五
年
に
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
『
歴
史
を
発
見
す
る
─
─
講
義
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
』
と
し
て
出
版
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
第
二
回
国
史
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
過
程
と

ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
に
関
す
る
彼
の
主
張
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
＝
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
説
は
公
的
な
歴
史
叙
述
か
ら
は
排
除

さ
れ
た
が
、
出
版
市
場
で
は
生
き
残
り
続
け
て
い
っ
た
。
サ
ル
ト
ノ
学
派
の
影
響
力
は
歴
史
学
界
で
は
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般

的
な
書
籍
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

イ
ス
ラ
ー
ム
宣
教
運
動
の
発
展
と
連
動
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
書
籍
の
出
版
市
場
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
の
書
籍
も
、

イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
大
手
出
版
社
の
一
つ
ミ
ザ
ン
社
か
ら
出
さ
れ
た
。

　

ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
の
著
作
で
議
論
を
呼
ん
だ
の
が
、
民
主
化
後
の
二
〇
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た
大
部
な
『
歴
史
の
炎
』
で
あ
る
。
本
書
は
前
作

と
重
複
す
る
内
容
が
多
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
や
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
に
関
す
る
主
張
も
、
大
筋
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
の
も
の
の
繰
り

返
し
で
あ
る
。
し
か
し
、『
歴
史
の
炎
』
は
、
極
端
と
も
言
え
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の
団
体
の
記
述

に
歪
曲
さ
れ
た
説
明
を
加
え
、
も
は
や
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
＝
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
説
と
も
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
歪
曲
さ
れ
た

記
述
が
映
し
て
い
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
敵
視
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
主
義
政
策
に
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
陰
謀
論
的

⑲

⑳
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な
歴
史
観
で
あ
る
。

　

『
歴
史
の
炎
』
で
は
、「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
一
部
の
研
究
者
」
が
イ
ス
ラ
ー
ム
同

盟
の
設
立
を
一
九
一
二
年
と
し
て
い
る
理
由
を
、
オ
ラ
ン
ダ
中
心
史
観
に
立
つ
コ
ー
レ
イ
ンH

endrikus Colijn

の
著
作
が
参
照
さ
れ
て
き
た

た
め
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
定
評
の
あ
る
研
究
の
中
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
に
関
し
て
こ
の
著
作
を
典
拠
と
し
て
い
る
も
の
は
見

当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
ス
ラ
カ
ル
タ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
が
設
立
さ
れ
た
直
接
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
プ
リ
ブ
ミ
と
華
人
と
の
抗
争
は
、
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
政
庁
が
仕
込
ん
だ
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
に
つ
い
て
も
、
ア
ラ
ブ
系
の
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ

ト
・
ハ
イ
ルJam

ʿīyat K
hayr

に
対
抗
さ
せ
る
た
め
に
植
民
地
政
庁
が
作
っ
た
団
体
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
イ
ス
ラ
ー

ム
を
敵
視
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
反
対
し
た
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
は
、
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
の

イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
ま
で
も
、
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
同
名
の
団
体
に
対
抗
さ
せ
る
べ
く
植
民
地
政
庁
が
設
立
し
た
団
体
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
と
オ
ラ
ン
ダ
人
や
現
地
人
の
官
吏
と
の
近
し
い
関
係
が
過
度
に
強
調
さ
れ
、
彼
が
植
民
地
政
庁
か
ら
支
援
を
受
け
て

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
と
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
の
団
体
を
別
の
も
の
と
し
た
意
図
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
が
一
九

〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
そ
れ
が
一
九
〇
五
年
に
設
立
さ
れ
た
と
す
る
謬
説
と
に
整
合
性
を
付
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
解
釈
は
い
ず
れ
も
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
学
術
的
に
評
価
の
あ
る
研
究
の
記
述
と
も
一
致
し
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
主
張
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
歪
曲
さ
れ
た
記
述
に
満
た
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、『
歴
史
の
炎
』
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
中
で
一
定
の
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
出
版
の
高
等
学
校
用
の
教
科
書
『
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
─
─
新
た
な
視
点
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
書
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
や
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
と
テ
ィ
ル
ト
ア
デ

ィ
ス
ル
ヨ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
に
関
し
て
、
基
本
的
に
『
歴
史
の
炎
』
に
則
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
民
族
覚
醒
の
日
」

に
つ
い
て
も
、
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
の
見
解
を
引
用
し
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
で
は
な
く
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
の
設
立
日
と
す
る
べ
き
と
唱
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
点
で
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
民
統
合
の
基
盤
と
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
仏
教
的
要
素
で
な
く
イ
ス
ラ
ー
ム
的
要
素

㉓
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を
強
調
し
た
り
、
世
俗
主
義
、
共
産
主
義
、
自
由
主
義
と
い
っ
た
「
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
」
な
思
想
の
導
入
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
植
民
地
主
義
と

結
び
付
け
た
り
す
る
な
ど
、
こ
の
教
科
書
は
『
歴
史
の
炎
』
と
同
じ
く
極
端
な
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
を
と
っ
て
い
る
。

　

こ
の
教
科
書
の
作
成
を
主
導
し
た
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
宣
教
協
議
会D

ew
an D

akw
a Islam

iyah Indonesia

（
Ｄ
Ｄ
Ｉ

Ｉ
）
で
あ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
は
、
旧
マ
シ
ュ
ミ
党
の
指
導
者
に
よ
っ
て
一
九
六
七
年
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
、
教
育
・
出
版
な
ど
社
会
活
動
を
通

じ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
の
啓
蒙
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。
編
者
を
務
め
た
テ
ィ
ア
ル
・
ア
ン
ワ
ル
・
バ
フ
テ
ィ
ア
ルT

iar A
n-

w
ar Bachtiar

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
歴
史
研
究
者
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
の
プ
ル
シ
スPersis

（
イ
ス
ラ
ー

ム
統
一
協
会
）
で
も
活
動
し
て
い
る
。
彼
は
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
の
『
歴
史
の
炎
』
に
つ
い
て
、
最
新
の
研
究
を
参
照
せ
ず
、
信
憑
性
の
低
い
情
報

を
あ
げ
て
い
る
点
な
ど
「
方
法
論
的
な
問
題
」
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
従
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
的
な
歴
史
叙
述
は
世
俗
的
で

あ
り
、
国
民
国
家
や
民
族
の
形
成
の
基
盤
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
的
要
素
を
強
調
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
の
イ
ス
ラ
ー
ム

化
」
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
点
で
、
彼
は
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
に
賛
同
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
偏
っ
た
内
容
の
教
科
書
は
一
部
の
高
等
学
校
で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
や
バ
フ
テ

ィ
ヤ
ル
の
歴
史
観
が
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
一
部
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
民
族
の
た
め
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
足
跡Jejak Islam

 untuk Bangsa

」（
Ｊ
Ｉ
Ｂ
）
と
い
う
歴
史
愛
好
家
グ

ル
ー
プ
の
存
在
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
に
関
心

を
示
し
、
公
的
な
歴
史
叙
述
は
誤
っ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
に
果
た
し
た
役
割
の
記
述
が
不
足
し
て
い
る
と
唱
え
て
い

る
。
彼
ら
は
歴
史
の
専
門
家
に
指
導
を
委
ね
て
お
り
、
そ
の
一
人
が
前
述
の
教
科
書
の
編
者
バ
フ
テ
ィ
ア
ル
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
に
則
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
に
関
す
る
謬
説
や
ブ

デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
設
立
を
「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
と
す
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
主
張
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
中
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
が
支
持
を
得
て
い
る
背
景
に
は
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
に
既
存
の
歴

㉙
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史
叙
述
の
見
直
し
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
多
く
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
き
た
の
が
、
新
秩
序
時
代
に
政
権
の
正
当
化
の
た
め
に
歪
曲

さ
れ
た
記
述
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
バ
ン
バ
ン
・
プ
ル
ワ
ン
トBam

bang Purw
anto

を
は
じ
め
一
部
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
歴
史
研
究
者
は
、

現
在
ま
で
支
配
的
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
も
、
も
は
や
歴
史
学
の
要
求
に
応
え
ら
れ
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
で
は
、
特
定
の
偉
人
や
事
件
に
よ
っ
て
歴
史
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
一
般
の
人
々
の
社
会
生
活
に
焦
点
を
当
て
た
手
法
を
と
る
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
政
治
的
に
は
中
立
で
学
術
的
な
歴
史
を
標

榜
し
た
サ
ル
ト
ノ
学
派
で
さ
え
、
国
民
国
家
内
部
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
単
純
化
し
た
り
、
反
植
民
地
主
義
と
安
易
に
結
び
付
け
た
解
釈
を
示
し

た
り
し
て
き
た
点
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
に
陥
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
だ
が
、
学
術
的
に
意
義
の
あ
る
議
論
を
試
み
る
者
が
い
る
一

方
で
、
深
い
考
察
も
な
く
た
だ
既
存
の
歴
史
叙
述
を
拒
絶
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
い
う
安
易
な
考
え
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
以
降
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
「
保
守
化
」
傾
向
、
さ
ら
に
こ
の
宗
教
の
信
奉
者
に
特
権
的
な
地
位
を
要
求
す
る

「
多
数
派
主
義
」
の
動
き
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
背
景
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
が
脚
光
を
浴

び
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
よ
り
先
に
創
設
さ
れ
た
と
い
う
、
繰

り
返
し
否
定
さ
れ
て
き
た
謬
説
ま
で
も
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
風
潮
を
受
け
、
国
史
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
さ
え
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
の
動
き
を
肯
定
す
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。
二
〇
一
八
年
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
と

方
向
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
た
。
報
告
者
の
一
人
で
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
ヌ
ル
ッ
デ
ィ
ン
・
ア
ル
・
ア
ク
バ
ルN

uruddin A
l 

A
kbar

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｂ
の
活
動
を
紹
介
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
新
し
い
手
法
を
使
っ
て
若
者
の
「
歴
史
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
点

や
既
存
の
歴
史
叙
述
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
好
意
的
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
歴
史
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
は
史
料
批
判

の
必
要
性
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
に
よ
る
記
述
の
偏
向
や
事
実
の
歪
曲
は
見
過
ご
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
学
術
的
な
立
場
を
と
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
歴
史
研
究
者
は
、
歴
史
叙
述
の
見
直
し
の
必
要
性
を
訴
え
な
が
ら
も
、「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
史
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
の
動
き
に
は
同
意
し
て
い
な
い
。
本
稿
の
冒
頭
で
言
及
し
た
ア
グ
ス
・
ス
ウ
ィ
グ
ニ
ョ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大

学
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
修
士
と
博
士
の
学
位
を
取
得
し
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
で
教
鞭
を
執
る
歴
史
研
究
者
で
あ
る
。
ス
ウ
ィ
グ
ニ
ョ

に
よ
れ
ば
、『
歴
史
の
炎
』
や
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
─
─
新
た
な
視
点
』
が
依
拠
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
、
彼
の
言
う

イ
ス
ラ
ー
ム
中
心
主
義
の
歴
史
観
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
し
て
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
以

外
の
諸
要
素
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
こ
の
歴
史
観
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
「
中
心
主
義
」
の
歴
史

観
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
特
定
の
人
間
集
団
に
歴
史
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
与
え
る
こ
と
は
、
植
民
地
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
中

心
主
義
か
ら
続
く
、
歴
史
を
政
治
の
道
具
と
す
る
方
法
に
他
な
ら
な
い
と
彼
は
警
告
す
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
（
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
）
の
上
席
研
究
員
で
あ
っ
た
ア
ス
ヴ
ィ
・
ワ
ル
マ
ン
・
ア
ダ
ムA

svi W
arm

an A
dam

も
、「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
史
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
の
動
き
に
批
判
的
で
あ
る
。
ア
ス
ヴ
ィ
は
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
学
ん

だ
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
科
学
高
等
研
究
院
で
歴
史
学
の
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。
彼
の
文
筆
活
動
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近
現
代
史
、
特
に

ス
ハ
ル
ト
体
制
下
で
歪
め
ら
れ
た
歴
史
叙
述
を
問
い
直
す
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
じ
く
歴
史
叙
述
の
見
直
し
を
訴
え
て
い
る

ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
の
『
歴
史
の
炎
』
は
、
文
献
を
批
判
的
に
検
討
し
て
お
ら
ず
、
ア
ス
ヴ
ィ
か
ら
見
て
歴
史
研
究
と
し
て
あ
る
べ
き
水
準
を
満
た

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
に
対
し
て
は
、
ア
ラ
ブ
地
域
だ
け
で
な
く
イ
ン
ド
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
い
っ
た
他
の
大
文
明
か
ら
の
影
響
も
勘
案
し
た
上
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
重
層
的

な
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ア
ス
ヴ
ィ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
を
真
っ
す
ぐ
に
正
す
こ
と
」、

す
な
わ
ち
イ
ス
ラ
ー
ム
の
位
置
付
け
を
見
直
す
必
要
性
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ス
ハ
ル
ト
時
代
に
政
府
の
工
作
が
疑
わ
れ
る
事

件
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
が
過
激
派
と
結
び
付
け
ら
れ
、
歴
史
研
究
の
中
で
も
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
歪
め
ら
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

　

ア
ス
ヴ
ィ
は
著
作
の
中
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
や
「
民
族
覚
醒
」
の
論
点
に
直
接
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟

㊳
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の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
ら
に
よ
っ
て
論
駁
さ
れ
て
い
る
と
し
て
彼
は
完
全
に
退
け
て
い
る
。
ま
た
、

ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
要
素
は
見
い
出
せ
な
い
と
し
た
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
促

進
し
、
政
治
性
も
帯
び
て
い
た
と
し
た
り
す
る
見
解
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ア
ス
ヴ
ィ
は
「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
を
あ
る
一
つ
の

団
体
の
誕
生
に
帰
す
る
考
え
方
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
確
か
に
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
会
員
は
ジ
ャ
ワ
人
に
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
ス
ラ
ー

ム
同
盟
も
非
ム
ス
リ
ム
を
受
け
入
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
成
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
の
「
覚
醒
」
と
い
う
条
件
を
完
全
に
は
満
た
し
て
い
な
い
。

ア
ス
ヴ
ィ
は
、「
民
族
覚
醒
」
と
い
う
も
の
は
、
静
的
な
歴
史
的
事
件
と
し
て
で
は
な
く
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
や
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
以
降
に
登

場
し
た
団
体
の
活
動
も
考
慮
し
た
、
動
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
。

　

ス
ウ
ィ
グ
ニ
ョ
と
ア
ス
ヴ
ィ
の
指
摘
は
、
い
ず
れ
も
歴
史
叙
述
の
方
法
に
関
し
て
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
に
よ
る
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
史
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
に
対
す
る
批
判
の
中
で
充
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
の
問
題
で
あ
る
。

特
に
ス
ウ
ィ
グ
ニ
ョ
は
プ
ル
ワ
ン
ト
ら
と
同
じ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
の
克
服
を
訴
え
て
い
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

史
観
が
既
存
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
と
異
な
る
と
い
う
点
を
強
調
し
過
ぎ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
史
の
中
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
要
素
に
中
心
的
な
役
割
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
と
独
立
運
動
の
展
開
を
主
題
と

し
、
結
局
は
国
民
国
家
の
存
立
の
承
認
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
歴
史
観
は
旧
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
と
同
じ
枠
組

み
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヤ
ミ
ン
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ジ
ャ
ー
ル
・
イ
ブ
ヌ
・
ト
ゥ
フ
ァ
イ
ル

（
荒
木
亮
訳
）「
偉
大
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
理
想
─
─
ム
ハ
マ
ッ
ド
・
ヤ

ミ
ン
、
タ
ラ
ウ
ィ
の
村
か
ら
ジ
ャ
ワ
の
宮
廷
ま
で
」
山
口
・
金
子
・
津
田
（
編

著
）『「
国
家
英
雄
」』、
一
八
三
─
二
一
二
頁
。

鈴
木
「
あ
る
べ
き
歴
史
像
を
求
め
て
」、
一
九
七
─
九
八
頁; Curam

ing, 

“Tow
ards Reinventing.

” ス
ジ
ャ
ト
モ
コ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
・

社
会
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
知
識
人
。
一
九
六
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
歴
史
学
方
法
入
門A

n Introduction to Indonesian H
istoriography

』

の
編
者
。

A
chm

ad M
ansur, Benarkah 20 M

ei sebagai H
ari K

ebangkitan N
a-

sional; Paper pada Sem
inar Sedjarah N

asional ke-2, tg. 26-29 A
gus-

tus 1970 di Jogjakarta, s.n., 1970; Y
ahya D

im
yati, Peranan Sarekat Is-

㊷
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lam
 dalam

 M
enanam

kan K
esadaran N

asional di Indonesia; Paper 
pada Sem

inar Sedjarah N
asional ke-2, tg. 26-29 A

gustus 1970 di 
Jogjakarta, s.n.

T
iar A

nw
ar Bachtiar, 

“Islam
isasi Penulisan Sejarah: Survey Gagas-

an H
am

ka dan A
hm

ad M
ansur Suryanegara,

” Jurnal Sejarah Perada-
ban Islam

 2/2 (2018): 14. 

セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
書
で
は
、A

chm
ad M

ansur

と

表
記
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
フ
ヤ
・
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
所
在
地
が
バ
ン
ド

ゥ
ン
と
記
さ
れ
て
い
る
以
外
の
詳
細
は
不
明
。

M
ansur, Benarkah 20 M

ei, p. 19; D
im

yati, Peranak Sarekat Islam
, 

p. 12. 

た
だ
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
へ
の
改
編
時
期
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィ

は
一
九
一
二
年
と
し
、
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
は
特
に
言
及
せ
ず
、
一
九
一
二
年
と
す
る

ケ
イ
ヒ
ン
の
説
明
を
あ
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

彼
ら
が
あ
げ
て
い
る
文
献
は
、Bernard H

. M
. V

lekke, N
usantara: A

 
H

istory of Indonesia, revised ed., Bruxelles: Les Edition A
. M

anteau 
S.A

., 1961.

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
も
報
告
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
が
、

イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
セ
ミ
ナ
ー
の
中

で
、
彼
と
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
や
デ
ィ
ム
ヤ
テ
ィ
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ

れ
た
の
か
は
不
明
。

ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、George M

cT
urnan K

ahin, N
a-

tionalism
 and R

evolution in Indonesia, Ithaca, N
ew

 Y
ork: Cornell 

U
niversity Press, 1963.
M

ansur, Benarkah 20 M
ei, p. 16; D

im
yati, Peranan Sarekat Islam

, 
pp. 23-24.

Y
usm

ar Basri (ed.), Sejarah N
asional Indonesia V

: Jam
an K

ebang-
kitan N

asional dan M
asa A

khir H
india Belanda, Jakarta: Balai Pusta-

ka, 1975, pp. 181, 187, 300. 

な
お
、
本
書
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
に
つ
い

て
は
設
立
年
は
明
記
さ
れ
ず
、
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
が
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
と
と

も
に
ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
形
成
に
役
割
を
果
た
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
筆
者
は
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
』
の
二
〇
一
九
年
版
ま
で
確
認
し
た

が
、
該
当
部
分
の
記
述
内
容
に
変
更
は
な
い
。

Basri (ed.), Sejarah N
asional Indonesia V

, p. 187.
Sartono K

artodirdjo, Protest M
ovem

ents in R
ural Java: A

 Study of 
A

grarian U
nrest in the N

ineteenth and E
arly T

w
entieth Centuries, 

Singapore and N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity Press, 1973; id. (ed.), 

Sarekat Islam
 Lokal, Jakarta: A

rsip N
asional, 1975.

鈴
木
「
あ
る
べ
き
歴
史
像
を
求
め
て
」、
一
九
六
頁
。

M
uljono and Sutrisno K

utoyo, H
aji Sam

anhudi, Jakarta: D
eparte-

m
en Pendidikan dan K

ebudayaan, Pusat Penelitan Sejarah dan Buda-
ya, Proyek Inventarisasi dan D

okum
entasi Sejarah N

asional, 1980, 
pp. 40, 56.

T
aufik A

bdullah (ed.), Sejarah U
m

m
at Islam

 Indonesia, Jakarta; 
M

ajelis U
lam

a Indonesia, 1991.

Ｍ
Ｕ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
小
林
寧
子
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
─
─
展
開
す
る
イ
ス
ラ
ー

ム
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
九
章
。

以
下
の
内
容
は
、W

ood, O
fficial H

istory, ch. 4 

に
基
づ
く
。

ハ
ム
カ
ら
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
到
来
の
時
期
や
経
路
に
拘
っ

た
背
景
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
歴
史
研
究
者
の
中
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス

ラ
ー
ム
は
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
正
統
」
で
は
な
い
も
の

で
あ
る
と
主
張
す
る
者
が
い
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。K

looster, Indonesiërs, 
pp. 132-133.

A
hm

ad M
ansur Suryanegara, M

enem
ukan Sejarah: W

acana 
Pergerakan Islam

 di Indonesia, Bandung: M
izan, 1995, ch. 4.

Curam
ing, 

“Tow
ards Reinventing.

”

④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
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見
市
建
『
新
興
大
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
宗
教
市
場
と
政
治
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二

〇
一
四
年
、
第
二
章
。

A
hm

ad M
ansur Suryanegara, A

pi Sejarah, Bandung: Salam
adani, 

2009. 
二
〇
一
七
年
に
は
『
歴
史
の
炎
』
の
第
二
巻
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

Suryanegara, A
pi Sejarah, p. 373. 

ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
が
あ
げ
て
い
る
の
は
、

H
endrikus Colijn, K

oloniale vraagstukken van heden en m
orgen, A

m
-

sterdam
: D

e Standaard, 1928.
Suryanegara, A

pi Sejarah, pp. 360-61.
Suryanegara, A

pi Sejarah, pp. 344-46. 

ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
・
ハ
イ
ル
は
、

ア
ラ
ブ
系
住
民
に
よ
っ
て
一
九
〇
五
年
（
も
し
く
は
一
九
〇
一
年
）
に
バ
タ
ヴ
ィ

ア
で
設
立
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
社
会
団
体
。

Suryanegara, A
pi Sejarah, pp. 351-357. 

テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
が
悪

役
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
理
由
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
著
名
な
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
作
家
プ
ラ
ム
デ
ィ
ア
・
ア
ナ
ン
タ
・
ト
ゥ
ー
ルPram

oedya A
nanta 

T
oer

が
彼
を
評
価
を
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
プ
ラ
ム
デ
ィ

ア
は
共
産
党
系
の
文
化
団
体
で
活
動
し
た
左
派
の
知
識
人
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年

代
前
半
に
ハ
ム
カ
の
作
品
を
公
に
批
判
し
て
い
た
。Rush, H

am
kaʼs G

reat 
Story, p. 138.

T
iar A

nw
ar Bachtiar (ed.), Sejarah N

asional Indonesia: Perspektif 
Baru: untuk SM

A
/M

A
/SM

K
/Sederajat, vol. 2, Jakarta: A

ndalusia 	
Islam

ic Education &
 M

anagem
ent Services, 2011, pp. 126-129. 

こ
の

教
科
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、Suw

ignyo, 

“Indonesian N
ational H

istory 
T

extbooks after the N
ew

 O
rder,

” 126-128. 

た
だ
し
、
こ
の
教
科
書
で
は

イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
は
一
九
一
二
年
に
設
立
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

Bachtiar (ed.), Sejarah N
asional Indonesia, pp. 158-166.

Bachtiar (ed.), Sejarah N
asional Indonesia, vi-vii. 

プ
ル
シ
ス
は
一
九
二

三
年
に
バ
ン
ド
ゥ
ン
で
結
成
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
社
会
団
体
で
あ
り
、
指
導

者
を
輩
出
す
る
な
ど
マ
シ
ュ
ミ
党
と
関
係
が
深
い
。

Bachtiar, 

“Islam
isasi Penulisan,

” 146-152.
Suw

ignyo, 

“Indonesian N
ational H

istory T
extbooks after the N

ew
 

O
rder.

”

Ｊ
Ｉ
Ｂ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、N

uruddin A
l A

kbar, 

“Menolak Lupa: 
Gerakan Literasi Sejarah ala K

om
unitas Jejak Islam

 untuk Bangsa 
(JIB),

” in U
ji N

ugroho W
inardi (ed.), Sejarah, Seni dan K

om
unitas K

e-
sejarahan, Jakarta: D

irektorat Sejarah, D
irektorat Jenderal K

ebuday-
aan, K

em
enterian Pendidikan dan K

ebudayaan, 2019, pp. 238-261.
https://jejakislam

.net/hari-hari-terakhir-hadji-sam
anhoedi-

pejuang-yang-terdilupakan/

及

びhttps://jejakislam
.net/kebangki-

tan-nasional-budi-utom
o-atau-sarekat-islam

/#_ednref12

（
二
〇
二
四

年
九
月
五
日
閲
覧
）

Curam
ing, 

“Tow
ards Reinventing,

”; van K
linken, 

“The Battle,

”; Su-
w

ignyo 

“Indonesian N
ational H

istory,

” 115. 

バ
ン
バ
ン
・
プ
ル
ワ
ン
ト
は

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
研
究
者
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
学
院
（
Ｓ
Ｏ
Ａ

Ｓ
）
で
歴
史
学
の
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

M
artin van Bruinessen (ed.), Contem

porary D
evelopm

ents in Indo-
nesian Islam

: E
xplaining the 

“Conservative T
urn,

” Singapore: Insti-
tute of Southeast A

sian Studies, 2013; Chiara Form
ichi (ed.), R

eli-
gious P

luralism
 in Indonesia: T

hreats and O
pportunities for 

D
em

ocracy, Ithaca, N
ew

 Y
ork and London: Southeast A

sia Program
 

Publication, 2021.
Suw

ignyo, 

“Indonesian N
ational H

istory,

” 129-130; Bachtiar, 

“Is-
lam

isasi Penulisan,

” 139-142.
A

kbar, 
“Menolak Lupa.

”

Suw
ignyo, 

“Indonesian N
ational H

istory,

” 129-130.

㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉙

㉚㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳

136　（136）



ア
ス
ヴ
ィ
・
ワ
ル
マ
ン
・
ア
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
津
田
浩
司
「「
歴
史
を
ま
っ

す
ぐ
に
正
す
」
こ
と
を
求
め
て
─
─
国
家
英
雄
制
度
を
と
お
し
た
、
あ
る
歴
史
家

の
挑
戦
」
山
口
・
金
子
・
津
田
（
編
著
）『「
国
家
英
雄
」』、
二
一
三
─
二
六
〇
頁
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
は
二
〇
二
一
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
研
究
革
新
庁
（
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｎ
）
に
合
併
さ
れ
た
。

A
svi W

arm
an A

dam
, 

“A. M
ansur Suryanegara dan Sejarah Islam

 
Indonesia,

” https://serbasejarah.w
ordpress.com

/2010/01/07/a-m
an-

sur-suryanegara-dan-sejarah-islam
-indonesia/

（
二
〇
二
四
年
九
月
五

日
閲
覧
）．
こ
の
記
事
は
、
元
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
た
。

A
svi W

arm
an A

dam
, Bung K

arno &
 K

em
eja A

rrow
: M

enyingkap 
T

irai Sejarah, Jakarta: K
om

pas, 2012, pp. 241-249.

た
だ
し
、
彼
は
な
ぜ
か
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
が
テ
ィ
ル
ト
ア
デ
ィ
ス
ル
ヨ
に

よ
っ
て
一
九
〇
九
年
四
月
五
日
に
設
立
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。A

dam
, Bung 

K
arno, p. 244.

お　

わ　

り　

に

　

以
上
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
歴
史
学
の
立
場
か
ら
繰
り
返
し
否
定
さ
れ
な

が
ら
も
一
九
五
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
。
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
よ
り
も
先
に
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
を

設
立
し
た
と
語
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
独
立
運
動
に
お
け
る
自
分
の
功
績
を
誇
張
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語
り
は
、
国
内
の
政

治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
対
立
を
背
景
に
意
義
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
一
部
、
主
に
マ
シ
ュ

ミ
党
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
熱
心
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
く
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
属
す
る
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
が
文
献
や
イ
ン
タ
ヴ

ュ
ー
に
基
づ
い
た
調
査
か
ら
論
駁
し
た
も
の
の
、
こ
の
謬
説
は
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
ら
大
衆
作
家
の
著
作
を
介
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
中
に

広
ま
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
回
国
史
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
ら
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
サ
マ
ン
フ

デ
ィ
＝
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
説
を
取
り
上
げ
、
公
的
な
歴
史
叙
述
に
お
け
る
「
民
族
覚
醒
」
の
起
源
を
イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
同
盟
の
設
立
日
に
変
更

す
る
よ
う
に
求
め
た
。
彼
ら
の
主
張
は
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
史
』
な
ど
政
府
機
関
が
作
成
に
携
わ
っ
た
歴
史
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
出
版
市
場
の
中
で
は
生
き
残
り
続
け
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
八
年
の
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
に
従
来
の
歴
史
叙
述
の

見
直
し
が
進
む
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
「
保
守
化
」
傾
向
や
「
多
数
派
主
義
」
が
現
れ
る
中
で
、
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ル
ら
一
部
の
研
究
者

㊴㊵

㊶㊷
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や
Ｊ
Ｉ
Ｂ
の
よ
う
な
歴
史
愛
好
家
ら
が
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
を
唱
え
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
史
観
が
脚
光
を
浴
び
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
商
業
）
同
盟
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
よ
り
先
に
設
立
さ
れ
た
と
す
る
主
張
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
の
一
部
を
成
し
て
き
た
。
こ
の

歴
史
観
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
社
会
の
中
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
価
値
観
を
広
め
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
環
と
し
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を
め
ぐ
る
謬
説
に
関
し
て
言
え
ば
、
タ
マ
ル
・
ジ
ャ
ヤ
の
著
作
の
中
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観

は
ま
だ
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
二
回
国
史
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
ら
の
報
告
の
中
で
学
術
的
な
装
い
を
と
る
と
と
も

に
明
確
な
輪
郭
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
や
独
立
運
動
の
展
開
に
お
い
て
、
多
数
派
住
民
の
宗
教
で
あ
る

イ
ス
ラ
ー
ム
に
中
心
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
る
一
方
、
非
イ
ス
ラ
ー
ム
的
も
し
く
は
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
と
見
做
さ
れ
る
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
否

定
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
独
立
運
動
を
主
題
と
し
て
国
民
国
家
の
存
立
の
承
認
を
論
じ
て
い
る
点
で
、
イ

ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ス
ウ
ィ
グ
ニ
ョ
や
ア
ス
ヴ
ィ
の
批
判
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
は
、
民
主
化
後
の
歴
史
叙
述
の
見
直
し

に
求
め
ら
れ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
見
過
ご
す
べ
き
で
な
い
の
は
、
こ
の
歴
史
観
が
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な

く
、
プ
ル
ワ
ン
ト
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
研
究
者
が
克
服
を
目
指
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
史
観
の
イ
ス

ラ
ー
ム
版
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
の
主
張
に
認
め
ら
れ
る
安
易
な
反
植
民
地

主
義
的
解
釈
も
、
旧
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
心
主
義
に
立
つ
歴
史
叙
述
の
名
残
と
理
解
で
き
る
。
そ
も
そ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
設
立
過
程
を

め
ぐ
る
謬
説
の
継
承
過
程
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
歴
史
観
に
立
つ
研
究
の
最
大
の
問
題
は
、
史
料
を
ろ
く
に
検
討
せ
ず
、
過
去
の
研
究

さ
え
満
足
に
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
ド
ゥ
リ
ア
ル
・
ヌ
ル
や
サ
ル
ト
ノ
を
は
じ
め
、
留
学
な
ど
に
よ
っ
て
国
外
の
研
究
者
の
世
界
を

知
り
、
学
術
的
な
立
場
を
と
ろ
う
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
研
究
者
は
こ
の
謬
説
を
相
手
に
し
て
い
な
い
。
ス
ル
ヤ
ヌ
ガ
ラ
の
『
歴
史
の
炎
』
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に
つ
い
て
、
ア
ス
ヴ
ィ
は
「
胡
乱
な
典
拠
を
用
い
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
出
会
う
の
は
歴
史
の
灰
（abu sejarah

）
に
過
ぎ
な
い
」
と
評
し
て
い

る
。
一
九
五
〇
年
代
に
生
ま
れ
現
在
ま
で
残
る
こ
の
謬
説
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
過
去
の
政
治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
残
滓
と
言

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

A
dam

, 
“A. M

ansur Suryanegara.

”

【
付
記
】
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号JP23K

00866

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
用
い
たH

arian A
badi

紙
掲
載

の
論
説
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
博
士
課
程
の
山
下
嗣
太
氏
に
、
ア
ス
ヴ
ィ
・
ワ
ル
マ
ン
・
ア
ダ
ム
の
著
作
は
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
の
柏
村
彰
夫
先
生
に

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
准
教
授
）

①
①
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The Fallacy of the Origins of “National Awakening” and 
its Perpetuation: Islamic Nationalist Historiography in 

Post-Independence Indonesia

by

YAMAGUCHI Motoki

　In standard narratives of Indonesian history, the first nationalist 
organization is considered to have been Boedi Oetomo, founded in 1908, 
and the date of its establishment is now celebrated as “National 
Awakening Day.” However, in the 1950s, shortly after Indonesia gained 
independence, some began to assert that the Sarekat Islam (Islamic Union), 
or its predecessor, Sarekat Dagang Islam, was established earlier than 
Boedi Oetomo, which is often regarded as non-Islamic or anti-Islamic. This 
claim clearly contradicts contemporary historical records and has been 
dismissed by Western and Japanese researchers and even by most 
Indonesian researchers. Nonetheless, within Indonesian society, this account 
has persisted and even seems to have gained support in recent years.
　This paper examines how the fallacy regarding the process of the 
Islamic Union’s founding has been perpetuated. It attempts to elucidate a 
specific trend in the historical perspective of Islamic groups in Indonesia̶
a perspective that can be termed “Islamic nationalist historiography”̶and 
its transformation and continuity, as well as contemporary issues associated 
with it. Special attention is given to how this fallacy has been treated 
through the creation of official historical narratives by Indonesian 
government agencies.
　The fallacy regarding the founding of the Islamic Union originated from 
the accounts made in his later years by H. Samanhoedi, who is considered 
the founder of the organization. He apparently gave such an explanation 
simply to exaggerate his contributions to the independence movement. His 
accounts gained significance against the background of ideological conflicts 
in 1950s Indonesia and were supported by certain factions within the 
Islamic movement, such as Tamar Djaja and Hamka, both journalists and 
writers. While another Islamic intellectual who later became a famous 
historian, Deliar Noer refuted their claims based on documents and 
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interviews, the fallacy continued to spread within Indonesian society 
through works of popular writers, such as biographies of national heroes.
　At the second National Seminar on History held in 1970, Ahmad Mansur 
Suryanegara and Yahya Dimyati took up this fallacy, demanding that the 
origins of “National Awakening” in official historical narratives be changed 
from the founding of Boedi Oetomo to that of the Islamic Trade Union. 
Although their claims were not adopted in government-published history 
books like the National History of Indonesia (Sejarah National Indonesia), 
they survived in the Islamic publishing market. After the fall of the 
Suharto regime in 1998, as existing historical narratives were reassessed, 
and amidst tendencies of “conservatism” and “majoritarianism” within 
Islamic groups, some researchers and history enthusiasts began advocating 
for the “Islamization of Indonesian history.” As a result, Islamic nationalist 
historiography gained prominence, and the fallacy regarding the process of 
the Islamic Union’s founding received renewed attention.
　In this fashion, this fallacy has become a part of Islamic nationalist 
historiography. This historical view emerged in the 1950s as part of an 
effort to spread Islamic values within society. Regarding the fallacy, this 
historical perspective was still vague in Tamar Djaja’s works but gained a 
clearer outline in Suryanegara’s account. A notable characteristic of this 
historiography is its emphasis on the central role of Islam, the majority 
religion, in shaping Indonesian nationalism and the independence 
movement while denouncing elements perceived as non-Islamic or anti-
Islamic. However, this historiography fundamentally presupposes the 
existence of a nation-state and discusses its formation from an anti-colonial 
perspective. In this regard, Islamic nationalist historiography shares an 
“Indonesia-centrism” with the dominant nationalist historiography of post-
independence Indonesia.
　Indonesian scholars advocating for reinventing national historical 
narratives, such as Agus Suwignyo and Asvi Warman Adam, are critical 
of the claims for the “Islamization of Indonesian history.” Furthermore, 
although these two have not discussed it in detail, the Islamic nationalist 
historical perspective is not something new but merely an Islamic version 
of the nationalist historiography based on an Indonesia-centric perspective, 
which itself is now being criticized by Indonesian historians as something 
to be overcome. Finally, as is evident from the perpetuation of the fallacy 
surrounding the Islamic Union’s founding process, the most significant 
problem of studies based on this historical perspective is inadequate 
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scrutiny of contemporary sources and previous studies. The fallacy 
regarding its founding represents nothing but the remnants of past 
ideological conflicts.

Keywords ;  Indonesia, historiography, Islam, nationalism, Sarekat Islam

Reconsidering the Allegations of Nakano Seigō’s “Russian Spy”: 
Political Lies and their Aftereffects

by

KOYAMA Toshiki

　In March 1926, Nakano Seigō 中野正剛 of the Kenseikai 憲政会 raised the 
issue of secret army funds at a plenary session of the House of 
Representatives and pursued allegations of misuse of funds by Tanaka 
Giichi 田中義一, President of the Seiyūkai 政友会 . Later, Makino Ryōzō 牧野
良三, also from the Seiyūkai, gave a speech in the assembly suggesting 
Nakano’s involvement with the Soviet Union. The allegations involving 
Nakano, which are known as the “Russian spy” (rotan 露探) and which  
began with Makino’s speech, are known as one of the most obvious “lies” 
in Japan’s modern political history. This paper will focus on the 
circumstances that led to the creation of the lie and the impact on this 
allegation.
　The genesis of the “lie” involving Nakano Seigō was trivial. It is difficult 
to determine whether the person who told the story was aware that it 
was a lie. The remarks made by Kubota Eikichi 久保田榮一 that started 
the suspicions were unsubstantiated.  However, Kubota may have simply 
believed that he was recording what he heard in prison in Russia. Shiga 
Watari 志賀和多利 of the Seiyūkai, who pursued the Nakano matter may 
have simply used Kubota’s story as impetus to question the authorities, 
leading them to crack down on Nakano. Nakano was so angered that he 
delivered a speech in the Diet pursuing the issue of secret funds and 
denouncing Tanaka Giichi.
　The Seiyūkai, however, deteremined that due to Nakano’s attack on the 
leader of their party, the allegations against Nakano were in fact more 
serious. Seiyūkai representive Makino Ryōzō, while cleverly avoiding 
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